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は じ め に 


この 資料 は 、 日 本 語 ド キュ メン ト を 、 読 み 手 に と っ て は 「 読 みや すい も の 」 に 、 作 り 
手 に と っ て は 「 作 りや すい も の 」 に する た め に 、 文 体 や 訳語 の ルー ル を 提案 する も の 
で す 。 


注意 一 この 資料 は 、 サ ン ・ マ イク ロ シ ス テム ズ 株 式 会 社 (以降 は 「Sun」 と する ) 
で 使用 し て いる 『 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 』 の 内 容 を コミ ュ ニ ティ ー 向 け に 再編 成 

/N し た も の で す が 、 記 載 さ れ て いる 内 容 は 、 ほ ぼ 同 じ で す 。 この 内 容 は 、 予 告 な し 
に 変更 され る こと が あり ます 。 変更 が あっ た 場合 は 、 変 更 内 容 を 明記 し た 上 で 、 
改 計 さ れ た マニ ュ ア ル を 公開 し ます 。 


目的 


この 資料 の 目的 は 次 の 3 点 で す 。 

画 スタ イル を 統一 し て 読み や すく する 

ドキュメント 作成 時 に 迷う 要素 を 少な くす る 

還 ドキ ュ メ ント の 内 容 を 再 利 用 また は 共有 し や すく する 


内 容 の 紹 7 


本 書 は 、 次 の 章 か ら 構 成 さ れ て いま す 。 


第 1 章 「 貫 訳 の ルール 」 
基本 的 な ルー ル に つい て 記載 し て いま す 。 


2 章 「 客 訳 の ヒン 
知っ て いる と 便利 な 内 容 に こつ いて 記載 し て いま す 。 


Ei 
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第 3 章 「 メ ッ セ ー ジ の 守 訳 」 


Sun で 使用 し て いる メッ セー ジ の 秋 

よび 第 2 章 と は 異な る も の や や 、 
付録 A「 送 り が な の 付け 方 一 覧 」 

送り が な は どう だ っ た か 、 
付録 B「 漢 字 と か な の 使 

漢字 に し よう か ひら が な に し よう か 、 
付録 C「 参 考 資 料 」 


ほ まい 分 け 一 覧 」 


Sun の 用 語 集 デ 


表記 上 の 規則 


この マニ ュ ア ル で は 、 次 の よう な 字体 や 記号 を 特別 な 


お 


表 P-2 表記 上 の 規則 


タベース SunGloss の 使 


訳 ガ イ ドラ イン を 紹介 し て いま す 。 第 1 章 お 


と 迷 束 っ た と き に 。 


と 迷っ た と き に 。 


い 方 や 質問 の 宛 


意味 を 持つ も の と し て 使 


追加 で 必要 な 内 容 に つい て 記載 し て いま す 。 


先 を 記載 し て いま す 。 


まし 振 


字体 また は 記号 意味 例 
IAaBbCc123 コマ ンド 名 、 フ ァイル 名 、 お よび ディ |.1ogin ファ イル を 編集 し ます 。1s-a を 使 
レク トリ 名 を 示し ます 。 ま た は 、 画 し て すべ て の ファ イル を 表示 し ます 。 
面 上 の コン ピュ ー タ 出力 を ホ し ます 。 ystem% 
IAaBbCc123 ユー ザー が 入力 する 文字 を 、 画 面 上 jsystem%su 
の コン ピュ ー タ 出力 と は 区 別して 示 password: 
し ます 。 
44 の Cc723 変数 を 示し ます 。 実 際 に 使用 する 特 | ファ イル を 削除 する に は 、rm 如 ezge と 入力 
また は 定 の 名 前 また は 値 で 置き 換え ます 。 し レ ま す 。 
NNNN> ファ イル を 削除 する に は 、 ェ rm < ファ イル 名 > と 
- - カ し ます 。 
強調 表示 了 調 する 語句 を 示し ます 。 の 場合 に の み 適 用 し ます 。 
』 参照 する 書名 を 示し ます 。 『Solaris ユー ザー ズ ガ イド 』 を 参照 し て くだ さ 
い 。 
参照 する 章 、 節 を 示し ます 。 第 5 章 「 メ ー ル ツー ル 」 を 参照 し て くだ さい 。 
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筆 1 音 


翻訳 の ルー ル 


この 章 に は 、 翻 訳 に 必要 な 最低 限 の ルー ル に つい て 説明 し ます 。 複数 の 人 が 翻訳 に 携 
わる 場合 、 ま た 、 リ リー ス を 重ね て 翻訳 を 進め る 場合 に は 、 一 定 の ルー ル を 決め て 一 
貫 性 を 保つ こと が 重要 に な り ま す 。 


用 詰 の 選択 


技術 的 な 用 語 の 訳 を 考え た り 調 べた りす る 場合 は 、 次 の 方 針 を 参考 に し て くだ さい 。 


用 語 


1. 


2. 
3. 
4. 


選択 の 方 針 


広く 使用 され て いる 訳 を 使用 する 


IT 企業 各社 の 用 語 を 参考 に し ます 。Sun の 場合 は 、SunGloss (サン グロ ス - 
http://g11nportal.sun.com/sungloss/) と いう 用 語 集 デ ー タ ベー ス を 公開 し て いま 
す 。 その他 に も 以下 の サイ ト が 参考 に な り ま す 。 


Sun: http://docs.sun.com 
http://www.sun.com/products-n-solutions/hardware/docs 

IBM: http:/www-6.ibm.com/jp/manuals/nlsdic/nlsdic.html 

Microsoft: ftp://ftp.microsoft.com/developr/msdn/newup/Glossary/ 

HP: http:/docs.hp.com/ja/index.html 

で きる だ け 語 (漢字 ・ ひ ら が な ) に する 

カタ カナ に する 


英語 に する 


上 記 の 2 一 4 の よう に 、 自 分 で あら た に 訳 を 考え る 場合 は 、 次 の 点 に つい て 考慮 し 
て くだ さい 。 


8 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 


2007 年 3 月 


1. 技術 的 に 誤解 を 与え る 可能 性 が 低い 
2. 意味 を 理解 し や すい 

呼び 名 と し て 簡 潔 で ある 

既存 の 製品 間 で 矛盾 や 不 均衡 が な い 
5. スタ イル ガイ ド に 従っ て いる 


選 。 の 


表記 方 法 
句読点 


本 語 の 場合 は 、 句 点 は 全角 の 「。」 を 、 読 点 は 全角 の 「、」 を 使用 し ます 。 コジ ンマ 
「」、 ピ リオ ド 「.」 は 使用 し ませ ん 。 英語 の 表記 を その まま 残す 坦 合 は 、 英 語 の ピ 
リオ ド お よび コン マ を その まま 使用 し て くだ さい 、。 


た だ し 、 マ ニュ アル ペー ジ に ある 、 コ マン ド 一 覧 (See Also- 関連 1 ) に 使用 され て 
\ る コン マ (,) は 、 日 本 語 版 で も コン マ (,) と し て 使用 し ます 。 読 点 (、) に 置き 換え 
る 必要 は あり ませ ん 。 


! 


例 : 【 関 連 項目 】chmod(1), cp(1), setfacl(1), terminfo(④), attributes(⑤5), .… 


休 


旬 点 を 打つ か どう か は 、 英 語 の ピリ オド の 有無 に 従い ます 。 つ まり 、 英 語 で ピリ オド 
が あれ ば 、 AI 人 こう する と 、 翻 訳 メ モリ ー で 再 利用 され た 場 


合 に も 問題 が * 0 と た だ し 、 明 ら か に 英語 の 問題 で ピリ オド を 付け 
忘れ て いる 0 こ は 、 日 本 語 の 方 だ け 付 ける 方 が よい で し ょ う 。 


全角 文字 と 半角 文字 の 使い 方 


画 日 本 語 に は 全角 文字 (2 バイ ト 文 字 ) を 使い ます 。 
画 英 数 字 に は 半角 文字 (1 バイ ト 文 字 ) を 使い ます 。 
還 符 与 に は 半角 文字 を 使い ます 。 

次 に 例 を 示し ます 。 


@#$%&A^-+ キ = ニハ UI*.E217() 


次 に 例外 を 示し ます 。 


5 届 上ル こ  、 う 
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避 


注 一 「 ド ラッ グ 勾 ドロッ プ 」 の 「 逐 」 の よう に 、 全 角 文 字 (2 バイ ト 文 字 ) で 表現 が 定着 
し て いる も の は 全角 文字 と し ます 。 


スペ ー ス の 使い 方 


半角 文字 と 全角 文字 の 間 


半角 文字 と 全角 文字 の 間 に は 、 半 角 文 字 1 字 分 の スペ ー ス を 入れ ます 。 た と えば 
「 こ こ に は 2 種類 の ファ イル が あり ます 」 の よう に な り ま す 。 た だ し 半角 文字 の 前 
後 が 次 の 全角 文字 の 場合 に は スペ ー ス は 入れ ませ ん 。 


WW 引 WM 。。 


また 、 コ ロン を 次 の よう に 使用 する 場合 も 、 コ ロン の 前 に は スペ ー ス を 入れ ませ ん 。 


Solaris の 場合 : pkginfo 


丸 括弧 () の 外側 


丸 括弧 () の 外側 に は 、 全 角 文 字 が き て も 半角 文字 が き て も 間 に 
スペ ー ス を 入れ ます 。 


た だ し 、 マ ニュ アル ペー ジ 和 関数 の 表記 は 例外 で 、「(」 の 前 に は スペ ー ス を 入れ ませ 
ん 。 次 に 例 を 示 し ます 。 


紋 


字 1 文字 分 の 


mounta11(1M) を 参照 し て くだ さい 。 


丸 括弧 () の 内 側 
丸 括弧 () の 内 側 に は 、 全 角 文 字 が き て も 半角 文字 が き て も 間 に ス ペー ス を 入れ ませ 


o 


用 字 用 語 の 使い 方 


ここ で は ルー ル に つい て 人 科 潔 に 記載 し て いま す 。 用 字 用 語 の 使い 方 の 具体 例 な どの 詳 
細 は 、 第 2 章 35 ペ ジ の 「 用 字 用 語 の 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい 。 


漢字 の 使い 方 


川 
UL 


MI 


常用 漢字 表 (付表 を 含む ) に 従い ます (参考 : 文化 庁 の 常用 漢 = 
http://www.bunka_go.jp/kokugo/ の 「 内 閣 告 示 ・ 内 閣 訓 令 」 セク ショ ン )。 
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加 


漢字 表 ( 2 は 、 原 則 と し て か な 書き に し ます 。 読み に くく な る 夫 合 
意味 が わか り に くく な る 場合 、 あ る い は 固有 名 詞 や 専門 用 語 な ど は 、 交 ぜ 書 き に す 
0 衝 0 の の か REN 人 SN 漢 本 
漢字 表 」( 付 表 も 含む ) に 従い ます 。 


詳細 は 、 第 2 剖 の 10 ペー ジ の 「 漢 字 の 使い 方 」 お よび 付録 B「 漢 字 と か な の 使い 
分 け 一 覧 」 を 参照 し て くだ さい 。 


ーー エー 三 生 ミ ーー 三 ーー」 
同音 異義 語 ・ 同 訓 異 宇 
同音 異義 語 ・ 同 訓 異 字 な どの 使い 方 は 、『 朝 日 新聞 の 用 語 の 手引 』 を 基準 と し ます 。 


誤り や すい 例 に つい て は 、 第 2 章 の 35 ペー ジ 「 同 音 暴 義 語 ・ 同 訓 異 字 」 を 参照 し て 
くだ さい 。 


漢字 と か な の 使い 分 け 


則 と し て 名 詞 と 動詞 に は 漢字 を 使い 、 接 続 詞 、 連 体 詞 、 助 動詞 、 補 助動詞 、 助 詞 、 

連語 、 形 式 名 詞 、 接 頭 語 、 接 尾 語 は か な 書き に し ます 。 代名詞 と 副詞 に は 、 や さ し い 
漢字 で 読み や すい 語 の 場合 は 漢字 を 使い ます 。 詳 細 に つい て は 、 第 2 章 36 ペー ジ の 
「 漢 字 と か な の 使い 分 け 」 お よび 付録 B「 漢 字 と か な の 使い 分 け 一 覧 」 を 参照 し て く 
だ さい 。 


カタ カナ 語 


人 EUAN た だ し 、 カ タカ ナ 語 が 多く な る と 文章 が 読 
こく く な る の で 、 適 切な 訳語 が ある 場合 は 日 本 語 で 書き ます 。 


長音 記号 
長音 を 含め て 4 文字 に な る 単語 に は 、 長 音 を 付け ます 。5 文字 以上 に な る 単語 に は 付 


け ま せん 。 拓 音 も 一 2 や キジ 合成 語 の 場合 は 、 各 要素 に 対し て こ の 
し ます 。 例 : ユー ザー、 サ ー バ ー、 マ スタ ー、 デ バッ ガ 、 コ ン パ イラ 、 イ ンス トー 


MI : 


た だ し 、 次 の 場合 は 例外 と し ます 。 


画 英 単語 の 未 尾 が er, ar, or, re, y,ew と な る も の の うち 、 日 本 語 の 未 尾 が 拓 音 に 
な る も の に は 、 長 音 を 付け ます 。 例 : アー キテ クチ ャ ー、 コ ミュ ニテ ィ ー 


mm 他 の 単語 を 混同 し や すく な る も の 、 固 有名 詞 、 お よび 、 日 本 語 と し て 長音 記 
号 を 付け た 形 で 定着 し て いる も の に は 、 長 音 を 付け ます 。 例 : ラン デブ ー、 キ ャ 


ジノ ペーー 
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次 に 長音 を 付け る ・ 付 け な い の 例 を 示し ます 。 


単語 の 例 理由 

バッ ファ ー 英語 の 未 尾 が er で 、 日 本 語 の 末尾 が 拓 音 な の 
で 長音 を 付け る 

ユー ザー イン タフ ェ ー ス 「 ユ ー ザ ー」 と 「 イ ンタ フェ ー ス 」 の 合成 語 な 
の で 、 ユ ー ザ ー に は 長音 を 付け る 

キャ ッシュ (長音 を 付け な い ) 日 本 語 は 拓 音 で 終わ る が 、 NN が er, 
ar,orre, y, ey の いずれ か で な いた め 長音 は 付 
け な い 

プロ キシ (長音 を 付け な い ) 英語 の 未 尾 は y で ある が 、 日 本 語 は 失 音 で 終 
3 層 条 Ma 、 長音 | は 付け な い 


ー こ の 方 針 は 、 テク ニカ ルコ ミ お の TA TE 222 
ら の 線 包 を 用 考 に まとめ た も の で 、 「 発 音 ど お り 長 音 を 付け る の が よい 」 と いう 市 場 調査 結果 
と 、「 長音 は 付け な い 」 と いう これ まで の 表記 方 法 と の いわ ば 「 折 理 案 」 で す 。 


中 点 「・」 

カタ カナ の 複合 語 に は 、 用 語 集 な ど で 特 に 指定 し な いか ぎり 、 原 則 と し て 中 点 「・」 

は 使用 し ませ ん 。 カ タカ ナ 語 が 長く な り 過 ぎ て 意味 が わか り に くく な る 場合 は 、「 の 」 
人 の は を し て くだ さい 。 た だ し 、 カタ カナ が 続い て 区 切り が わか り に く 


く な る 場合 は 、 中 点 を 使っ て も か まい ませ ん 。 
( 誤 ) 時 の の の に 、 こじ 
1 


( 正 ) マニ ュ ア ル の 章 、 節 、 お よび 項 の 名 前 は 、「」 で 示し ます 。 


( 誤 ) テキ スト エディ タ ・ ベ ー ス ウィ ンド ウ が 表示 され ます 。 
! 
( 正 ) テキ スト エディ タ の ベー スウ ィ ン ド ウ が 表示 され ます 。 


た だ し 、 カ タカ ナ が 続い て 区 切り が わか り に くく な る 場合 は 、 中 点 を 使っ て も か まい 
ませ ん 。 
( 誤 ) ライ ブラ リリ ファ レン スマ ニュ アル 
! 
( 正 ) ライ ブラ リ ・ リ ファ レン スマ ニュ アル 
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日 本 語 に する か どう か 
翻訳 が 必要 な 箇所 


リン ク (URL)、 リ ンク テキ スト 、 参 照 マ ニュ アル 名 、 市 販 の 本 、 そ の 他 の 固有 名 詞 に 
つい て は 、 日 本 語 版 が 存在 する 場合 に は 翻訳 し ます 。 そ れ ぞ れ に つい て 内 容 を 確認 し 、 
本 語 情報 に 置き 換え て くだ さい 。 マ ニュ アル 名 や 固有 名 詞 の 翻訳 方 の 詳細 は 、 第 2 
章 38 ペー ジ の 「 そ の 他 の 表記 」 を 参照 し て くだ さい 。 


翻訳 が 不要 な 箇所 
還 リリ ー ス 名 


Update、Version、Release な ど 、 呼 び 名 の 一 部 と し て 使用 され て いる 場合 は 、 翻 訳 
し ませ ん 。 例 : StarSuite Update 1、 Version 1.1、Release 1.10.1 


た だ し 、 製 品名 中 に あっ て リリ ー ス その も の を 指す の で は な く 、 一 般 的 な 呼び 名 と 
し て 使用 され て いる 場合 は 例外 と し て 、 語 に し ます 。 


例 : This release of the product provides extensive features including.……: この リリ ー ス の 製 
品 に は 、.…… な ど を 含む 広範 囲 な 機能 が 提供 され て いま す 。 


還 製品 名 、 商 標 
製品 名 また は 商標 名 か どう か は 、 各 社 の サイ ト を 参照 し ます 。Sun の 場合 は 、 


http://re1iant .centra1 . sun .com/Tmark/ で 確認 で きま す 。 


画 日 本 語 に 和 客 訳 され て いな い マ ニュ アル 名 
客 訳 され て いる か どう か は 、 各 社 の ドキ ュ メ ント サイ ト を 参照 し ます 。SsSun の 場合 は 、 
http://docs.sun.com お よび SunDocs (http : / /www . Sun . Com/D エ Oddiu ご CS-nー 
solutions/hardware/docs) で 該当 する マニ ュ ア ル が ある か どう か を 調べ て 、 あ れ 
ば その 名 前 を 使用 し ます 。 


画 ブログ ラム 例 


コメ ント を 翻訳 する か どう か は 、 状 況 に よっ て 異な り ま す 。 「 実 際 の ファ イル に コ 
メン ト が 英語 で 書か れ て いる も の を 紹介 し て いる 」 と いう 場合 は 、 英 語 で 残す 方 が 
よい で し ょ う 。 一 方 、 マ ニュ アル 上 で 説明 の た め に 独自 に 追加 され て いる コメ ント 
は 訳す 方 が よい で し ょ 5。 


画 コマ ンド 名 

画 引数 名 

画 関数 名 

画 変数 名 

画 ファ イル 名 、 デ イィ レク トリ 名 、 ラ イブ ラリ 名 
画 プロ グラ ミン グ 言 語 の 名 称 

還 パー ト 番 号 (Part 1、Part 2 な どの 表記 ) 
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注 一 上 記 の コマ ンド 名 、 引 数 名 、 フ ァイル 名 、 デ ィ レ クト リ 名 、 ラ イブ ラリ 名 な ど は クー 
リエ フォ ント 、 変 数 名 は イタ リッ ク フ ォ ント に し ます 。 


文体 
本 文 


特に 指定 が な い 限り 「 で す ・ ま す 」 調 で 統一 し ます 。 


た だ し 、 文 体 が 「 で す ・ ま す 」 調 で も 、 文 の 途中 で 「 で ある 」 調 【 
合 に は 「 で ある 」 調 を 使い ます 。 次 に 例 を 示し ます 。 


呈 田 


対 


こし た 方 が 適切 な 場 


( 誤 ) ロー マ 字 / か な キー を 押し ます と 、 変 換 状 態 表 示 が 混乱 し ます 。 
! 
( 正 ) ロー マ 字 / か な キー を 押す と 、 変 換 状態 表示 が 混乱 し ます 。 


「 で す ・ ま す 」 調 を 使う と き は 、 口 語調 の 表現 で 全体 を 統一 し ます 。 次 に 例 を 示し ま 
す 。 


( 誤 ) 本 製品 を ご 使用 前 に 、『 ご 使用 に あたっ て 』 を お 読み くだ さい 。 
! 
( 正 ) この 製品 を 使用 する 前 に 、『 ご 使用 に あたっ て 』 を お 読み くだ さい 。 


丁寧 語 や 能動 態 な どの 文体 の 使い 方 に つい て は 、17 ペー ジ の 「 文 体 を 統一 する 」 を 
参照 し て くだ さい 。 


章 、 節 、 項 の タイ トル 


特に 指定 が な い 限 り 、 章 タイ トル は 「 体 言 止め 」 、 節 や 項 の タイ トル は 「 で ある 」 調 
また は 「 体 言 止め 」 で 統一 し 、 句 点 は 打ち ませ ん 。 


次 に 訳 例 を 示し ます 。 


選 


英語 例 翻訳 例 

Preface は じ め に 

Glossary 用 語 集 

Audience、 Who Should Use This Book 対象 読者 

な ど 、 そ の マニ ュ ア ル の 対象 読者 を 記載 し て いる 項 の 表題 

Assumptions、 Before You Read This Book お 読み に な る 前 に 
な ど 、 そ の マニ ュ ア ル を 理解 する た め の 前 提 条 件 を 記載 し て いる 項 の 表題 

Book Organizations、How This Book Organized 内 容 の 紹介 
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英語 例 翻訳 例 


な ど 、 そ の マニ ュ ア ル の 内 容 構 成 を 記載 し て いる 項 の 表題 


Conventions、 What Typographic and Symbols Mean 表記 上 の 規則 
な ど 、 そ の マニ ュ ア ル が 従っ て いる 表記 上 の 規則 を 記載 し て いる 項 の 表題 
Further Documentaion、 Related Books、 Referenced Documents 関連 マニ ュ ア ル 
な ど 、 そ の マニ ュ ア ル に 関連 すか る マニ ュ ア ル を 記載 し て いる 項 の 表題 
General Information、 Overview 概要 
Limitations 制限 事項 

偽 和 

画 条 書き 


E 順 な ど 、 ユ ー ザ ー の 操作 を 示す 箇条 書き は 、 基 本 的 に 「 で す ・ ま す 」 
-。 次 に 例 を 示 し ます 。 


品田 


で 統一 し ま 


S 由 


し 


Perform the following procedure. 
次 の 手順 に 従い ます 。 
1. Copy the provided font file to your personal environment. 
提供 され て いる フォ ント ファ イル を 個人 環境 に コピ ー し ます 。 
2. Convert font file into format file. 
フォ ント ファ イル を フォ ー マ ッ ト フ ァイル に 変換 し ます 。 


簡潔 さ が 必 要 な 、 項 目 の 列 挙 な どの 箇条 書き は 、 必 要 に 応じ て 「 だ ・ で ある 」 
て くだ さい 。 


Major purposes of this quideline are as follows: 
この ガイ ドラ イン の 主 な 目的 は 、 次 の と お り で す 。 
1. Improve the translation quality. 
翻訳 品質 を 向上 させ る 。 
2. Enhance the translation efficiency. 
翻訳 効率 を 向上 させ る 。 
3. Improve the translation reusability. 
翻訳 の 再 利用 率 を 向上 させ る 。 


ユー ザー へ の 依頼 お よび 指示 


ユー ザー に 何ら か の こと を 促す 場合 は 、「 て し て くだ さい 」、 「 し な いで くだ さい 」 
と いう 表現 を 使用 し ます 。 


ご 
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丸 括弧 () 内 


丸 括弧 () 内 に 含ま れる 文体 は 、「 で ある 」 調 また は 「 体 言 止め 」 で 統一 し ます 。 


また 、 で きる だ け 丸 括弧 () を 外し て 別 の 文 に する よ う 工 夫 し て くだ さい 。 詳細 は 、 
23 ペー ジ の 「 丸 括弧 ()」 を 参照 し て くだ さい 。 


旬 点 の 打ち 方 に つい て は 、 次 の 項目 を 参照 し て くだ さい 。 


画 1] つの 文中 に 含ま れる 丸 括 弧 () 内 の 表記 
数 の 文 が 含ま れる 場合 に は 、 各 文 の 間 ( 


こ は 旬 点 は 打ち ませ ん 。 丸 括弧 () に 複 
E け 各所 を 打ち ます 。 次 に 例 を し ます 。 


昌 
(で 
で 


ホー ム デ ィ レ クト リ (変数 $HOME で 指定 し た も の ) に ファ イル が 作成 され ます 。 


・ 登 録 プ ロ パ ティ ー (登録 プロ パテ ィ ー の リス ト 。 詳細 に つい て は 、 仕 様 を 参照 ) | 


画 丸 括 紋 () 内 の 表記 が 、 直 前 の 単語 だ け で な く 複 数 の 単語 や 文 に か か る 場合 に は 、 
次 の よう に 句点 を 打ち ます 。 


コマ ンド の 最初 の 文字 を 表す た め に 1 文字 の コマ ンド を 使用 し な いで くだ さい (print 
に 対す る p な ど )。 


表 の 中 の 文 


FE の 文 は 、 で きる だ け 科 潔 に 翻 訳し ます が 、「 で ある 」 調 で は な く 「 で す ・ ま す 」 
こし て 、 旬 点 の 有無 は 英文 と 同じ に し ます 。 


避 田 涯 
の 
bi 


S 由 


時 翻訳 結果 を 翻訳 メモ リー に 戻し て 、 0 守 訳 で 流 し た と き に 英語 と 語 の 間 で 
一 致 が 発生 し な いよ う 、 上 記 の 方 針 に \ ま す 。 再 利用 を 考慮 しない 場 合 は 、 上 記 
放 季 は 使用 し な く て も か まい ませ ん 。 


次 に 表 の 例 を 2 つ 示 し ます 。 


表 1-1 OpenWindows の ディ レク トリ ( 例 ) 

ディ レク トリ 内 容 

/bin OpenWindows の 実行 可能 ファ イル 。 

/demo OpenWindows の デモ ンス トレ ーション プロ グラ ム 。 
/dummy ダミ ー フ ァイル 、 ユ ー ザ ファ イル 。 
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表 1-2 


/cdrom/so1aris ディ レク トリ の 内 容 ( 例 ) 


バグ ID バグ の 内 容 

1111111 PASCAL サブ ルー チン へ の 最初 の コー ル で 、 デ バッ ガ が エラ ー を 起 
ご し ます 。 

2222222 dbx に エラ ー 処 理 構造 体 が あり ます 。 た と えば aaa、bbb な ど 。 


図 の 中 の 説明 


に 対し て 引き 出し 線 を つけ て 説明 し て いる 部 分 は 、 


「 で ある 」 調 また は 


の 中 の 項 
「 体 言 止め 」 で 統一 し ます 。 
次 に 例 を 示 し ます 。 


句点 の 有無 


は 、 英 文 と 同じ に し ます 。 


この 項目 は aaa と 同じ 。 


/ ddd 
/ 


の 


x-x NNNNNN 


文体 を 統一 する 


ム ビ ム ピ ト エ ュ ア 2 トー ご 
BE 動態 と 受動 態 
基本 的 に 、 英 文 と 同じ 態 を 使 


た だ し 、 能 動態 
の 表現 に し ます 。 


1 まる よび ひ に し で くだ きい ゆ の 。 
喉 に し た 方 が 文章 が わか りや すく な る 場合 は 、 


英文 が 受動 態 で も 能動 


UEHT 
ck 
基 
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態 を 変え た 方 が よい 例 


lf this command is entered, all of the files will be listed. 


( 誤 ) この コマ ンド が 入力 され る と 、 す べ て の ファ イル 名 が 表示 され ます 。 
! 


( 正 ) この コマ ンド を 入力 する と 、 す べ て の ファ イル 名 が 表示 され ます 。 


The System is stopped while patches are applied. 

( 誤 ) パッ チ の 適用 中 は 、 シ ステ ム は 停止 され ます 。 
! 

( 正 ) パッ チ の 適用 中 は 、 シ ステ ム は 停止 し ます 。 


The features implemented by Solaris 10 include: 
Solaris 10 が 実現 する 機能 に は 、 次 の も の が あり ます 。 


英文 と 同じ 時 制 を 使う 


で きる だ け 英 文 と 同じ 時 制 を 使い ます 。 次 に 例 を 示し ます 。 


"Could not open document '%s"." 
( 誤 ) "ドキ ュ メ ント "%s' を 開く こと が で きま せん 。 " 
! 
( 正 ) "ドキ ュ メ ント "%s' を 開く こと が で きま せん で し た 。" 


丁寧 語 を 使う 


本 文中 で は 丁寧 語 を 使用 し ます 。 尊敬 語 や 謙 


譲 語 な どの 必要 以上 に 丁寧 な 表現 は 使用 
し な いで くだ さい 。 


注 - マ ニュ アル 中 の 「 は じ め に (Preface)」 や 、 ニ ュー スレ ター な どの ユー ザー に 直接 問 
\ か ける よう な 文章 で 、「 て を お 読み くだ さい 」、「 て を ご 覧 くだ さい 」、「 て を ご 利 
くだ さい 」、「 ご 使用 の て 」、「 一 に お 問い 合わ せく だ さい 」 な どの 尊敬 語 を 使っ た 
表現 の ほう が よい と 判断 され る 場合 は 、 尊 敬語 を 使用 し て も か まい ませ ん 。 


次 に 例 を 示し ます 。 


使わ な い 表 現 適切 な 表現 
て を よく 読ん で くだ さい ー を 注意 深く お 読み くだ さい 
て を ご 利用 くだ さい て を 使用 し て くだ さい 
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使わ な い 表 現 適切 な 表現 
て を 説明 いた し ます て を 説明 し ます 
ご 使用 の て 、 お 使い の 一 使用 し て いる て 、 使 用 中 の 


同じ 表現 を 使う 


画 文末 また は 導入 部 の 表現 を 統一 し ます 。 た だ し 、 文 末 に 同じ 表現 が 繰り 返し 続く と 
き は 、 不 自然 に な ら な いよ うに 工夫 し て くだ さい 。 次 に 、 目 安 と し て 役立つ よう に 
軍 訳 例 を 示 し ます 。 実際 の 翻訳 で は 、 本 文 の 意図 に 沿っ た 訳 に し て くだ さい 。 
意味 英語 表現 の 例 日 本 語 表 現 の 例 
強い 指示 ・ 要 求 be sure to、make 必ず て し て くだ さい 、 て する 必要 が あり ます 
sure、 ensUTe 
指示 ・ 要 求 must'、please、haveto、 そ て し ます 、 て し て くだ さい 
の 他 の 命令 文 
提案 ・ 推 奨 should7、recommended < する さき で す 、… す る べき で は あり ませ ん 、 て する と 
よい で し ょ う 、 て する こと を お 勧め し ます 、 一 する よう 
に し て くだ さい 
推量 should ー す る は ず で す ( 例 : the dialog should appear: ダイ アロ グ 
が 表示 され る は ず で す ) 
強い 禁止 must not、 should never と し て は いけ ませ ん 、 決 し て て し な いで くだ さい 
be、never 注 : 使用 し な い 表現 「 こ し て は な り ま せん 」 
弱い 禁止 do not、is not、may not と し ませ ん 、 て し な いで くだ さい 、- (で は ) あり ませ ん 
許容 can、may be て し て も か まい ませ ん 
可能 can、is able/possible to て で きま す 
不可 能 cannot be、may not て で きま せん 
可能 性 can、may be、might と の 可能 性 が あり ます 、 て の 場合 が あり ます 、 て こと も 
be、possible あり ます 
導入 The following shows て は 次 の と 0 り で す 、 次 に 一 、 次 の 」 
注 :「 以 下 」 は 、 基 本 的 に 使用 し な い (ペー ジ の 構成 に よ 
「 対 依 が 「 以 下 | の 位置 で は な く か な る こと が ある た め ) 
1 should と must で は 、 強 制 の 度合 い が 異 な り ま す 。 必 ず 訳 し 分 ける よう に し て くだ さい 。 


2 人 を 主語 と する 文章 な ど で 「 す る べき 」 を 使 
する こと を お 勧め し ます 」、 


「- ン 


「 一 する よう 


画 同じ 動作 の 表現 は 同じ 動 


次 に 例 を 示 し ます 。 


する と 威 ) 
に し ます 」 


圧 的 な 


文章 に な る 場合 は 、「 一 し て くだ さい 」、「ー す る と よい で し ょ う 」、 


を 使 


NG 


し ます 。 


詞 で 統一 し ます 。 
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MS 宛名 デー タ を 作成 する 場合 は 3 を 選び 、 一 般 デ ー タ を 作る 場合 は 4 を 選択 し ま 


o 


! 
02 を 作成 する 場合 は 3 を 選択 し 、 一 般 デ ー タ を 作成 する 場合 は 4 を 選 


( 誤 ) 作成 し た 文書 を 表示 し た り 印 刷 す る と き は 、 次 の 操作 を 行い ます 。 
! 


( 正 ) 作成 し た 文書 を 表示 し た り 印 刷 し た りす る と き は 、 次 の 操作 を 行い ます 。 


時 筒 条 書き の 場合 は 、 で きる だ け 同 じ 表 現に 統一 し ます 。 
次 に 例 を 志 し ます 。 


( 誤 ) 変更 内 容 を 適用 する に は 、「 了 解 」 を 押し ます 。 
「 取 消し 」 を 押す と 、 変 更 内 容 を 取り 消し ます 。 
! 
( 正 ) 変更 内 容 を 適用 する に は 、「 了 解 」 を 押し ます 。 
変更 内 容 を 取り 消す に は 、「 取 消し 」 を 押し ます 。 


画 。 |「manpase」 の 訳し 方 を 次 の いずれ か に 統一 し ます 。 


See the mountall(1M) man page. 
1 
mountall(1M) の マニ ュ ア ル ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


See man Pages(1M):System Administration Commands. 
J 


『SunOS Reference Manuall の セク ショ ン 1M「System Administration Commands」 
を 参照 し て くだ さい 。 


還 不明 な 点 に 関す る 問い 合わ せ 先 は 「 ご 購入 先 」 と し ます 。 次 に 訳 例 を 示し ます 。 


lf you have problems installing or using Solaris 2.2, call your authorized service provider. 


! 


ME の イン スト ー ル 中 また は 使用 中 に 問題 が 発生 し た 場合 は 、 ご 購入 先 に 連絡 し 
て くだ さい 。 


you、your、users な ど は 訳し ませ ん 。 訳 す 必要 が ある 場合 は 、「 ユ ー ザ ー」 と し ます 。 
次 に 訳 例 を 示し ます 。 
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You can add as many dist_type definitions to the data fle as you want. 
! 
disk type 定義 は デー タフ ァイル に 、 い くつ で も 追加 で きま す 。 


是 代表 的 な 客 訳 例 と まとめ ます 。 参考 に し て くだ さい 。 


英語 翻訳 例 
ー above 前 述 し た て 
先 に 述べ た て 
^ describe(S) て に つ し じ 和 まず 。 
と に つい て 記述 ト し ま す 
every time > < する た びに 
Eor more information て て に つ \ て は 、 
For further information て 詳細 は 、 
For further details > 
ー is recommended that て て を お 勧め し ます 。 
We recommend that て て し て くだ さい 
List (名 ) リス ト 
( 動 ) ご を 一覧 (表示 ) し ます 
Note that て とし て くだ さい 。 


注 :「 注 意 し て くだ さい 」 は 、 本 当 に 大 切な と こ 
ろ や 間違え る と 被害 を 与え る 恐れ が ある 場合 に 
だ ! け 使 っ て く だ さ し い 。 


refer to て て を 参照 
て を 参照 し て くだ さい 
See ^ ン を 参照 
て と を 参照 し て くだ さい 
Using て て の 使用 法 
The following て 次 の て (「 以 下 」 と は 、 し な い ) 


た だ し 、 単 純 に 「 次 」 と する と 不 こら 
合 が あり ます 。 そ の 場合 に は 、 次 の よう に 言い 
換え て くだ さい 。 


- 対象 が 複数 ある 場合 : 
in the following tasks: 次 に 示す 作業 で 、 


- 主語 と し て 「 次 」 だ け で は 不 自然 な 場合 : 
The following shows how to …: 次 の 内 容 は 、.… を 


行う 方 法 を 示し ます 。 

The following takes place when …: … の 場合 は 、 
次 の こと が 発生 し ます 。 

上 記 の 主旨 は 「 ペ ベー ジ の レイ アウ ト の 関係 で 
「 下 」 に な ら な い 場 合 で も 対応 で きる よう に 、 
MS ON 0 
の で 、 訳 を 厳密 に 定義 する も の で は あり ませ ん 。 
し た が っ て 、 この 主旨 に ある も の で あれ ば 、 上 
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トミ: 


ミ 五 
央 語 


翻訳 例 
記 以 外 の 訳 で も 使用 可能 で す 。 
Dependence 制約 
Diagnostics 診断 
Tips ヒン ト 
是 手順 の 記述 に 関し て 


章 、 節 な どの タイ トル の 場合 、「 へ する 」 と 訳し ます 。 


To create new files 


} 
新しい ファ イル を 作成 する 
タイ トル で は な く 、 手 順 の 


上 の 記述 で 、follow .…、 perform .… 
ロン 上:」 で 文末 が 終わ っ て いる 場合 に は 「 て する に は 、 次 の ヨ 
文章 を 補っ て 訳し ます 。 


な どの 主 節 が な く コ 


次 に 例 を 示し ます 。 


To Search by resource: 


手順 に 従い ます 。」 と 


1) Click to select the search type. 
2) Select a resOurce. 
3) Click Search. 


! 


リソー ス に より 検索 する に は 、 次 の 手順 に 従い ます 。 
1. 検索 の 種類 を クリ ッ ク し て 選択 し ます 。 

2. リソー ス を 選択 し ます 。 

3. 「 検 索 」 を クリ ッ ク し ます 。 
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画 変数 の 説明 の 前 の Where : に つい て 
Where: は 、「 こ こ で 、」 と 訳 さ きれ て いる こと が あり ます が 、 こ の よう な 文 が 完結 し 
な い 訳 し 方 は 避け て くだ さい 。 次 に 例 を 示し ます 。 


Create LDAP service principal in Kerberous with a session key: 
ldap/serverHostname@Realm. 
Where: 
- The serverHostname is the fully qualified domain name of the server host machine. 
- The Realm is the Kerberos Realm of your server. 
( 誤 ) セッ ショ ン 鍵 を 使用 し て 、LDAP サー ビス 主体 
(ldap/serverHostname@Realm) を Kerberos に 作成 し ます 。 
ご ご (で: 
- serverHostname は 、 サ ー バ ー ホ スト マシ ン の 完全 修飾 ドメイン 名 で す 。 
- Realm は 、 サ ー バ ー の Kerberos Realm で す 。 
1 


( 正 ) セッ ショ ン 鍵 を 使用 し て 、LDAP サー ビス 主体 (ldap/serverHostname@Realm) 
を Kerberos に 作成 し ます 。 
各 表 記 の 意味 は 次 の と お り で す 。 
- serverHostname は 、 サ ー バ ー ホ スト マシ ン の 完全 修飾 ドメイン 名 で す 。 
- Realm は 、 サ ー バ ー の Kerberos Realm で す 。 


記号 の 使い 方 


鯉 括弧 「」 
鍵 括 弧 「」 は 、 文 中 に 他 の 語句 や 文 を 引用 する と き 、 本 や ヤマ ニュ アル の 章 、 人 節 、 お よ 
び 項 の タイ トル を 引用 する と き 、 画 面 上 の メニ ュー 名 や 、 操 作 ボ タン 名 、 日 本 語 メッ 


セー ジ を 示す と き 、 あ る い は 特定 の 語句 を 強調 し た いと き に 使い ます 。 ま た 、 引 用 符 
号 「'”" 」、「 ” 」 の 代わ り に も 必要 に 応じ て 使い ます 。 
注意 一 コ マン ド や プロ グラ ム の 中 、 お よび メッ セー ジ の 変数 (6d" 08 符号 
局 「 ” 」 が 使わ れ て いる 場合 は 例外 で す 。 英語 の 引用 符号 を その まま 使用 


中 
ご 
謀 
紹 


ー 重 鍵 括 統 『』 
二 重 舞 括弧 『』 は 、 本 の 題名 を 示す と き に 使い ます 。 


丸 括弧 () 
丸 括 弧 () は 、 文 中 で 補足 、 注 釈 、 言 い 換 え を する と き に 使い ます 。 
本 文中 で は 、 で きる だ け 丸 括弧 () を 使っ て 文 を 挿入 し な いで くだ さい 。 丸 括 弧 
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( ) を 外し 別 の 文 に する よ う 工 夫 し て くだ さい 。 
次 に 例 を 示し ます 。 


ファ イル が 存在 し な い (つま り ls -a コマ ンド で 表示 され な い ) 場合 は 、 何 も する 必要 は 
あり ませ ん 。 

U 
ls -a コマ ンド で 表示 され な い 場 合 は 、 フ ァイル は 存在 し ませ ん 。 そ の 場合 は 、 何 も する 
必要 は あり ませ ん 。 


た だ し 、 次 の よう な 場合 に は 、 丸 括弧 () を 使っ て 文 を 挿入 し て も か まい ませ ん 。 
画 参照 する 箇所 を 文 の 最後 に 入れ る 場合 


「 了 解 」 を 押す と 、 ダ イア ログ ボッ クス が 表示 され ます ( 図 1-1 を 参照 )。 


丸 括弧 () 内 の 文体 と 句点 の 付け 方 に つい て は 、16 ペー ジ の 「 丸 括弧 () 内 」 を 参照 
し て くだ さい 。 


還 刃 括弧 () 内 の 語句 を さら に 括 訴 で くく る 必要 が ある 場合 、 特 に 指定 が な い 限 り 丸 
括弧 () を 使い ます 。 


次 に 例 を 示し ます 。 


セミ コロ ン (:) を 選択 し ます (デフ ォ ル ト は コロ ン ())。 


角 括 弧 [] 

丸 括弧 () を 含む 語句 、 文 を 外側 か ら 囲 な と き に 使い ます が 、 複 林 に な る の で な る ベ 
く 使 わな いよ うに 工夫 し て くだ さい 。 

波 ダ ッシュ 「<」 


波 ダ ッシュ 「 一 」 は 、 範 囲 を 志 ホ す と き や 、 文 の 一 部 を 省略 する と き に 使い ます 。 範 
を 示す 場合 は 、 原 則 と し て 最初 の 数 値 の 単位 を 省略 し ます 。 


次 に 例 を 示し ます 。 


1994 < 1996 年 、200K ~ 250K バイ ト 


注 一 37 ペー ジ の 「 数 字 の 表記 」 を 参照 し て くだ さい 。 


当 回 時 


コロ ン 「:」 は 基本 的 に は 日 本 語 の 文章 に は 使用 し ませ ん 。 文 未 に コロ ン が 使わ れ て い 
る 英文 を 翻訳 する と き に は 、 そ の コロ ン の 意味 を 翻訳 し ます 。 言葉 を 補う 場合 は 「 つ 
まり 」 な ど と 訳す か 、 特 に 補う 必要 が な い 場 合 は 「。」 で 文章 を 終了 し ます 。 


24 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 2007 年 3 月 


次 に 例 を 示 し ます 。 


Run the following command from the local directory: 


> ./Setup 

! 
ロー カル ディ レク トリ か ら 次 の コマ ンド を 実行 し ます 。 
> ./Setup 


Authentication Question Policy -- Select a policy to apply when authenticating userS: 

All - Users must answer all questions. 

Any - Users must answer n questions, specified by the value of the Minimum Number of 
Questions User is Required to Answer field. 


! 


認証 質問 ポリ シー っ ザー の 認証 時 に 適用 する ポリ シー を 選択 し ます 。 
すべ て = ユー ー ザ ー は すべ て の 換 問 に 答え る 必要 が あ り ま す 。 
いずれ か - ユー ザー は 、「 ユ ー ザ ー が 回 答 する 必要 が ある 質問 の 数 」 
フィ ー ル ド の 値 で 指定 され た n 個 の 質問 に 答え る 必要 が あり ます 。 


た だ し 、 次 の よう な 場合 は 例外 で す 。 
例 を 表す 場合 


例 : 


是 。 簡 深 に 場合 分 け な ど を 示す 場合 、 次 に コマ ンド 、 マ ニュ アル 名 、URL を 示す 場合 


Here are some of the commonly used commands: 
Solaris: pkginfo 
Linux: rpm 


! 


一 般 に 使用 され る コマ ンド は 次 の と お り で す 。 
Solaris の 場合 : pkginfo 
Linux の 場合 : rpm 


You can access the following URL: http://docs.sun.com 
! 
次 の URL に アク セス し て くだ さい : http://docs.sun.com 


還 GUI な ど 項 目 の 説 明 を 記述 ボボ す る 場合 


あと で 設定 : パッ ケー ジ の イン スト ー ル に 必要 な 値 を 入力 し ます 。 


画 メッ セー ジ で は 、 基 本 的 に は 「「:」 は 残し ます 。 こ れ は 「:」 の 後ろ に どの よう な 単 
組み 合わ せ て 使用 する の か 、 翻 訳 時 に は わか ら な いた めで す 。 
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"9s: Cannot open temp file: %sn ツ " 
"%s: 一 時 ファ イル を 開く こと が で きま せん : %sW" 


商標 マー ク 

英文 マニ ュ ア ル の 本 文 で 商標 マー ク (⑥、 ツ な ど ) を 使用 し て いる 場合 は 、 英 文 の 方 針 
に 従い ます 。 

単位 


単位 の 表記 に は 単位 記号 を 使い ます 。 た だ し 、 ビ ッ ト 、 バ イト 、 人 外国 通貨 、 時 間 、 
度 、 概 数 、 成 名 の 単位 は 例外 で す 。 詳 し く は 、 次 の 節 を 参照 し て く だ さい 。 


次 に 単位 記号 を 使う 例 を 示し ます 。 


80 kg、50 Hz、162 cm、300 qg、2 m 


ビッ ト と バイ ト の 表記 


コン ピュ ー タ の 記憶 単位 で も る ビッ ト と バイ ト は 、「 英 字 略 記 】」 と 「 カ タカ ナ 」 の 組 
み 合 わせ で 表記 し ます 。 情報 量 の 単位 で ある 「K」 は 、2 の 10 乗 を 指し ます 。 「kj」 
と 区 別して 使っ て くだ さい 。 


次 に 例 を 示し ます 。 


ビッ ト 、 バ イト 、K バイ ト 、M バイ ト 、G バイ ト 、250K バイ ト 


注 - ビ ッ ト 、 バ イト な どの 単位 を 表す 英字 の 略記 K、G な ど と その 前 の 数 字 の 間 に は ス 
ベー ス は 入れ ませ ん 。 


次 に 例外 を し ます 。 


英文 マニ ュ ア ル で の 表記 日 本 語 マ ニュ アル で の 表記 


bitsecond、bits per second bps 


k-bytes/second、kilobytes per second kbps 


数 字 の 表記 


漢 数 字 (一 、 二 、 三 ) が 慣用 的 に 使わ れ て いる 場合 を 除い て 、 数 字 に は 算 用 数 字 
(1、2、3) を 使い ます 。 詳細 は 、 第 2 章 37 ベ ジグ の 光 | を ま 必 じい で の 
さい 。 
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使わ な い 符 号 ・ 単 位 
m 感 史 符 「 


感嘆 符 が 使わ れ て いる 英文 を 翻訳 する 場合 は 、 特 に 問題 が な いか ぎり 感嘆 符 を 無視 し 
て 翻訳 し て くだ さい 。 


画 セミ コロ ン 「:| 

セミ コロ ン が 使わ れ て いる 英文 を 翻訳 する 場合 は 、 必 要 に 応じ て その セミ コロ ン の 意 
味 を 翻訳 し て くだ さい 。 

画 疑 問 符 「?」 


疑問 符 が 使わ れ て いる 英文 を 翻訳 する 場合 は 、「ー と は 」 の よう に 書き 換え て くだ さ 
い 。 


注 - メ ッ セ ー ジ の 場合 に は 、 英 文 と 同じ く 疑 問答 「?」 は その まま 使用 し ます 。 


画 矢 線 「/」 


斜線 が 使わ れ て いる 英文 を 翻訳 する 場合 は 、 そ の 斜線 の 意味 を 翻訳 し て くだ さい 。 
次 に 例 を 示し ます 。 


英文 マニ ュ ア ル で の 表記 日 本 語 マ ニュ アル で の 表記 


A and/or B A また は B、 あ る い は その 両方 


次 の よう な 場合 は 例外 で す 。 

画 分 数 を 行 の 中 で 使う 場合 

画 洗 位 記号 の 中 で 使う 場合 

画 CAD/CAM、I/O の よう な 慣用 語 有 
画 書き 換え に よっ て 文章 が 冗長 に な っ て し まう 場合 
次 に 例 を 示し ます 。 


各 グ ルー プ に 書き 込み / 読 み 込 み の ア クセ ス 権 を 設定 し ます 。 
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雷 


翻訳 の ヒン ト 


この 章 で は 、 わ か りや すい 日 本 語 に する た め の ヒ ント を 紹介 し ます 。 第 
ノレ ー ノ ルレ (に 


つい て の 詳し い 説明 も あり ます 。 


わか りや すい 文 を 書く 


漢字 を 多く し な い 


漢 
的 に 


本 な る べく 全文 字数 の 30% 前 後に な る よう に 工 
ゝ 、 そ の 他 は ひら が な に し ます 。 


3 動詞 と 名 詞 に 漢字 を 使 


文 を 必要 以上 に 長く し な い 


1 章 で 挙げ た 


夫 し て くだ さい 。 基 本 


一 文 の 長 さ は 50 文字 以内 を こし ます 。 長 い 文 は 途中 で 区 切っ て 2 つの 文 に 組み 
立て 直す か 、 表 現 を 変 時 ゆま まず 

注 一 衝 訳 メモ リー を 使用 する 場合 は 、 NM 「1:1」 対 応 の 訳 に な る よう に し て くだ 
さい 。 文 を 分 ける 場合 、 英語 」 対 「[ 本 語 1 対 「 多 」 の 関係 に する こと は 可能 で 
す 。 つ まり 、 英 語 一 文 に 対し て 、 語 を 人 こ 分 ける こと は で きま す 。 し か し 、 

「 多 」 対 「 多 」 や 「 多 」 対 1 と いう 装 応 に し て し まう と 、 再 利用 し た 場合 に 問題 が 発生 
し ます 。 

主 部 と 述 部 を 近づけ る 


財 


E 部 と 述 部 は で きる だ け 近 
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づけ て 、 係 り 受 け の 関係 を は っ きり させ ます 。 


次 に 例 を 示 し ます 。 


( 誤 ) ファ イル A は 、 フ ァイル B を 削除 し て ファ イル C に 置き 換え な いか ぎり 、 使 用 


で きま せん 。 
J 
( 正 ) 締り B を 削除 し て ファ イル C に 置き 換え な いか ぎり 、 フ ァイル A は 使用 で 
せ O 


必要 に 応じ て 語句 を 補う 


動詞 の 連用 形 や 「 が 」 な どの 助詞 を 使っ て 節 と 節 を 接続 し た 場合 、 飾 と 節 の 関係 が 1 
きり し な いと き は 必要 に 応じ て 語句 を 補っ て 、 文 章 が 正確 で わか りや すく な る よう ( 
工夫 し て くだ さい 。 た だ し 、 英 文 か ら 明 瞭 に 因果 関係 が 波 み 取れ な い 場 合 は 、 無 理 に 
想像 や 推量 を せ ず 、 そ の まま 英語 通り に 訳し て くだ さい 。 過度 な 表現 は 避け る べき で 
す が 、 必 要 に 応じ て ユー ザー の 注意 を 引く 表現 も 必要 と な り ま す 。 


次 に 例 を 示し ます 。 


よっ 
ご 


( 誤 ) 標準 イン タフ ェ ー ス を 使い 、 互 換 性 を 向上 で きま す 。 
} 
( 正 ) 標準 イン タフ ェ ー ス を 使用 し て いる た め 、 互 換 性 が 向上 し ます 。 


( 誤 ) この プロ グラ ム は シグ ナル を 受け 取り 、 動 作 を 中 断 し ます 。 
! 
( 正 ) この プロ グラ ム は シグ ナル を 受け 取る と 、 動 作 を 中 断 し ます 。 


修飾 語句 を 適切 に 並べ る 


修飾 語句 は 、 文 字数 の 多い も の か ら 順 番 に 並べ て 、 修 飾 する 語句 に 近づけ ます 。 


次 に 例 を 示し ます 。 た だ し 、 例 の 中 の 「/」 は 、 語 旬 の 区 切り を 示す た め に 使用 し て い 
る も の で 、 実 際 の 訳 で は 使用 し ませ ん 。 


( 誤 ) 柔軟 な / 最 新 の テク ノロ ジ を 結集 し た / 設 
} 
( 正 ) 最新 の テク ノロ ジ を 結集 し た / 柔 軟 な / 設 


読点 を 適切 に 打つ 
読点 は 次 の 内 容 を 参考 に し て 、 文 章 が 正確 で わか りや すく な る よう に 打ち ます 。 
m 修 師 語句 の 係り 先 を 明確 に する 
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管理 ツー ル の 、 新 し い GUI 対応 機能 


時 目的 語 の 係り 先 を 明確 に する 


ドラ イブ A に コピ ー 元 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 、 ド ライ ブ B に コピ ー 先 の フロ ッ ピ ー 
ディ スク を 入れ ます 。 


対等 に 並べ た 語句 を 修飾 する 


業界 標準 の プロ トコ ル 、TCP/IP と PPP は .… 


画 漢字 や ひら が な の 読み 誤り や 読み に くさ を 人 避 ける 


この プロ グラ ム を 実行 後 、 初 期 設 定 を 行い ます 。 


主語 を 明確 に する 


grep コマ ンド は 、 正 規 表現 を 使っ た パタ ー ン の 検索 に も 利用 で きま す 。 


画 文頭 に 置く 接続 詞 や 、 理 由 や 条件 を 示す 語句 を 区 切る 


し た が っ て 、 次 の よう に 入力 し ます 。 
プロ セス を 終了 する に は 、 次 の 手順 に 従い ます 。 


NN ヾ 


画 連用 形 を 区 切る 


ファ イル の 内 容 を 入力 し 、 出 力 し ます 。 


還 接続 詞 「 ま た は 」 と 「 お よび 」 を 区 切る ( 語 名 が 3 つ 以 上 ある と き ) 


Bourne シェ ル 、C シェ ル 、 ま た は Korn シェ ル を 利用 で きま す 。 


簡潔 な 表現 を 使う 
まわ りく どい 言い 回 し や 誤解 を 生み や すい 用 語 は 、 次 の いずれ か の 方 法 で 書き 換え て 、 
簡潔 な 表現 に な る よう 工夫 し て くだ さい 。 


還 不要 な 語句 を 省き ます 。 
次 に 例 を し ます 。 
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冗長 な 表現 簡潔 な 表現 

2 種類 の 異な っ た 方 法 で 2 種類 の 方 法 で 

まず 最初 に 最初 に 、 ま ず 

一 方 に お いて は 家 

コピ ー す る こと が で きま す コピ ー で きま す 

削除 する よう に し ます 削除 し ます 

その 結果 と し て その 結果 

制御 する と いう こと が 必要 で す 制御 が 必要 で す 
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冗長 と され る 上 記 の 表現 で も 、 文 脈 に よっ て は 使用 し た 方 が よい 場合 も あり ます 。 


次 に 例 を 示 し ます 。 


デフ ォ ル ト で は 、 パ フォ ー マ ン ス メ ー タ ー は パフ ォ ー マ ンス の グラ フ を 横 方 向 に 並べ て 
表示 し ます 。 監視 する パラ メー タ 数 、 デ スク トッ プ の 利用 可能 な スペ ー ス に よっ て は 、 
パフ ォ ー マ ンス の グラ フ を 縦 方 向 に 表示 する こと も で きま す 。 
画 不要 な 接続 詞 を 省き ます 。 
次 に 例 を 示し ます 。 
( 誤 ) AUS 
令 を 実行 する と 、 

} 
2 
画 旬 長 な 表現 を 簡潔 に し ます 。 

次 に 例 を 示 し ます 。 

冗長 な 表現 簡潔 な 表現 

コア ダン プ す る こと が あり えま す コア ダン プ す る こと が あり ます 
処理 する わけ で す 処理 し ます 

述べ る こと に し ます 述べ ます 

効果 的 に 使う 目的 で 効果 的 に 使う た め に 
必要 で ある と いえ ます 必要 で す 

詩 長 と し て いま す 計 長 で す 

説明 し て いき ます 説明 し ます 

制御 を 行い ます 制御 し ます 
画 誤解 を 生み や すい 表現 を 書き 換え ます 。 

次 に 例 を 示 し ます 。 
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誤解 を 生み や すい 表現 書き 換え た 表現 


1 か 月 お き に 2 か 月 に 1 度 
ハー ド デ ィ スク の よう に 速く あり ませ ん ハー ド デ ィ スク と 違っ て 速く あり ませ ん 


意味 が 重複 し た 表現 は 使い ませ ん 。 
- 深 こ 例 を 示し ます 。 


意味 が 重複 し た 表現 箇 潔 な 表現 
20 ^ 30 % 程度 20 ^ 30% 
約 100 m ほど 約 100 m、100 m ほど 
各 フ ァイル ご と に ファ イル ご と に 、 各 ファ イル に 
従来 か ら 従来 
数 値 の 値 数 値 
ンー だ け に 限り ます て だ け で す 。 て に 限り ます 
た と えば 、 て は その 例 で す と は 、 そ の 例 で す 

に だ け 固 有 の ン と に 固 有 の 
大 別 す る と 3 つ に 分 けら れ ま す 大 別 す る と 3 つ に な り ま す 
未だ 未定 で す 未定 で す 


還 。 1 文 内 で 同じ 用 語 は 重複 し て 使い ませ ん 。 
次 に 例 を 示し ます 。 


( 誤 ) rm コマ ンド は 、 フ ァイル を 削除 する た め の コ マン ド で す 。 
} 
( 正 ) ファ イル を 削除 する に は 、rm コマ ンド を 使い ます 。 


文語 調 を 使わ な い 


文語 調 は 口語 調 に 言い 換え て 、 な る べく 使わ な いで くだ さい 。 次 に 例 を 示し ます 。 


文語 調 の 表現 口語 調 に 言い 換え た 表現 
いか な る どの よう な 

いか に し て どの よう に し て 

お の お の それ ぞ れ 

て か 人 和 か て か どう か 

て せ ぬ ンー しない 

な いし 、 も し く は また は 

な ら び に と 、 お よび 

と に お いて ペッ で 
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文語 調 の 表現 


口語 調 に 言い 換え た 表現 


て と に お ける 
て に つき 
と に で て 


て に 対す る 、 て で の 
と に つい て 

SV 

て で 、 て を 使っ て 

て を 持つ 、 て を 備え る 
この シス テム 


この 章 
この ソフ トウ ェ ア 
この 、 該 当 す る 、 適 切な 


話し 言葉 を 使わ な い 


話し 言葉 は 使わ な いで くだ さい 。 次 に 例 を 示し ます 。 


使わ な い 表 現 適切 な 表現 

意外 に 予想 以上 に 

だ か ら し た が っ て 

ちょ っ と 少し 

や っ ぱり や は り 

どれ か いずれ か 、 ど ちら か 

よく 読ん で 注意 深く 読ん で 、 吉 読 し て 、 参 照 し て 
し た いと き は する と き は 

… する の は … す る こと は 


画 wantto …、wishto て など は 「 て し た いと き は 」 と は せ ず に 


「- す る と き は 」 と 


訳し て くだ さい 。 


選択 する 必要 が あり ます 。 
1 


択 す る 必要 が あり ます 。 


lf you wart to install all components, you must select All from the menu. 
( 誤 ) すべ て の コン ポー ネン ト を イン スト ー ル し た い 場 合 は 、 メ ニュ ー か ら 「 す べ て 」 を 


( 正 ) すべ て の コン ポー ネン ト を イン スト ー ル する 場合 は 、 メ ニュ ー か ら 「 す べ て 」 を 選 


適切 な 接続 表現 を 使っ て 語句 を 並列 させ る 


語句 を 3 つ 以 上 並列 する と き は 、 最 後 の 語句 の 前 に だ け 「 お よび 」 や 「 ま た は 」 を 付 
け 、「 お よび 」 や 「 ま た ! は 」 の 前 に 読点 を 打ち ます 。 た だ し 、 最 後 の 語句 の あと に 


「 な ど 」 や 「 そ の 他 」 が 続く 場合 は 、 


「 お よび 」 や 「 ま た は 」 は 使い ませ ん 。 
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次 に 例 を 示し ます 。 

使わ な い 表 現 適切 な 表現 

カッ ト 、 コ ピー お よび ベー スト カッ ト 、 コ ピー、 お よび ペー スト 
カッ ト 、 コ ピー、 ま た は ベー スト な ど カッ ト 、 コ ピー、 ペ ー ス ト な ど 


男 囲 を 示す 用 語 を 使い 分 ける 
範囲 を 示す 英語 の 用 
ます 。 訳 す 場合 注意 
次 に 例 を 示 し ます 。 
画 大 準 の 数 値 ま た は 事柄 を 含む 


語 に は 、 基 準 の 数 値 ま た は 事柄 を 含む も の と 含ま な いも の が あり 
て くだ さい 。 


ご 


or more (以上 )、or less (以下 )、~ て or earlier (以前 )、<or later (以後 )、 
within て (以内 )、since (以降 、 か ら )、until (まで )、including て (を は じ め )、 な ど 


画 基 浴 の 数 値 ま た は 事柄 を 含ま な い 


before (一 前 )、after (あと 、~ 後 )、over、more than (を 超え )、less than (て 未満 )、 
other than (ほか )、 な ど 


注 一 more than、less than な ど 「 て 以上 」、「 へ て 以下 」 と 誤訳 され る 場合 が 多い の で 、 翻 
訳 の 際 に は 注意 し て くだ さい 。 


「 非 .…」 を 乱用 し な い 

「 非 .…」 で 始ま る 言葉 は 、 で きる だ け 使 わな いで くだ さい 。 な お 、 世 間 一 般 に 用 語 と 
し て 成り 立っ て いる も の は この 限り で は あり ませ ん 。 
次 に 例 を 示し ます 。 


使わ な い 表 現 適切 な 表現 
非 ASCI 文字 ASCII 以外 の 文字 


「 場 合 と 「 と き 」 を 使い 分 ける 


「< の 場合 」 の 中 に さら に 別 の 条件 が ある 場合 は 、 含 まれ る 条件 に 「 と き 」 を 使い ま 
す 。 単 独 で 使う 場合 は 、「 場 合 」 を 「 と き 」 に 言い 換え た り 、 別 の 語 に 置き 換え た り 
する こと も で きま す 。 


次 に 例 を 示し ます 。 
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改版 翻訳 の 場合 で 旧 和 文 が 『 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 』 を 参考 に し て いな い 
と き は 、 マ ニュ アル 全体 と し て 問題 が 生じ な いよ うに 対処 し て くだ さい 。 


用 字 用 語 の 使い 方 


漢字 の 使い 方 


常用 漢字 表 (付表 を 含む ) に 従い ます 。 

常用 漢字 表 ( 2 原則 と し て か な 書き に し ます 。 読 み に く く な る 場合 
や 意味 が わか り に くく な る 場 ある い は 固有 名 詞 や 専門 用 語 な ど は 、 交 ぜ 書 き に す 
4 の 2 な "0 PSNR 

次 に 、 常 用 漢字 表 に な い 読 み 方 の 語 漢字 以外 の 字 を 使う ほう が わか りや すい 語 、 
略字 や 俗 字 を 使っ て いる 征 の 例 を 示し ます 。 

画 か な 書き また は 交ぜ 書き に する 語 

使わ な い 表 現 使う 表 語 

全て すべ て 

且つ か つ 

但し た だ し 

予め あら か じ め 

凡そ お よそ 

画 常用 漢字 以外 の 字 を 使う 語 

使わ な い 表 現 使う 表記 

だ 円 椿 F 

けた 数 桁 数 

こん 所 梱包 

画 字 や 俗 字 を 使わ な い 語 

使わ な い 表 現 使う 表記 

12 頁 12 ペー ジ 

午 后 午後 

同音 異義 語 ・ 同 訓 異 

| 三村 = 生 ミ 当 計 = 

同音 異義 語 ・ 同 訓 異 字 な どの 使い 方 は 、『 朝 日 新聞 の 用 語 の 手引 』 を 基準 と し ます 。 
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次 に 誤り や すい 例 を 示し ます 。 


使わ な い 表 現 使う 表記 
両者 を 合わ せ て 検討 する 両者 を 併せ て 検討 する 
欠陥 が 表れ た 製品 欠陥 が 現れ た 製品 
マニ ュ ア ル を 改定 する マニ ュ ア ル を 改 計 す る 
利益 を 納め る 利益 を 収め る 
元 の 状態 に 快復 する 元 の 状態 に 回 復 す る 
協同 で 作業 する よ 同 で 作業 する 
基準 値 を 越え る 区 準 値 を 超え る 
次 を 作製 する 次 を 作成 する 
これ ら の シス テム の 機能 は 対称 的 だ これ ら の シス テム の 機能 は 対照 的 だ 
作業 の 実体 作業 の 実態 
プロ グラ ム の 修 加 プロ グラ ム の 修正 
原因 を 追求 する 原因 を 追及 する 
発生 し た 障害 に 対し て 一 切 の 保障 を いた し 発生 し た 障害 に 対し て 一 切 の 補償 を いた し 
ませ ん ませ ん 
機能 を 保障 する 機能 を 保証 する 
送り が な の 付け 方 


『 送 り 仮名 の 付け 方 』 (昭和 48 年 6 月 18 日 内 閣 告 示 第 二 号 、 昭 和 58 年 10 月 一 部 
改定 ) 本 則 と 、 通 則 7 の 慣用 に 従い ます 。 詳細 に つい て は 、 付 録 A「 送 り が な の 付 
け 方 一 覧 」 を 参照 し て くだ さい 。 


天 


参考 文献 
文化 庁 国語 課 監 修 『 新 版 現 行 の 国語 表記 の 基準 』 ぎょうせい 、1990 年 


漢字 と か な の 使い 分 け 


原則 と し て 名 詞 と 動詞 に は 漢字 を 使い 、 0 連 体 詞 、 助 動詞 、 補 助動詞 、 助 詞 、 
連語 、 0 接頭 語 、 接 尾 語 は か な 書 こし ます 。 代名詞 と 副詞 に は 、 や さ し い 
二 ま の お の の の の 全 の 詳細 は 、 付 録 B「 漢 字 と か な の 使い 分 
け 一 覧 」 を 参照 し て くだ さい 。 


次 に 漢字 と か な の 使い 分 け の 例 を 示し ます 。 


指示 に 従っ て 操作 する 。 (動詞) 
し た が っ て バグ が 多い 。 (接続詞 ) 


36 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 2007 年 3 月 


Solaris 2.6 を リリ ー ス し た 時 か ら ~ (時 間 ) 
この ソフ トウ ェ ア を イン スト ー ル する と き は <~ (条件 ) 


数 字 の 表記 
漢 数 字 が 慣用 的 に 使わ れ て いる 場合 を 除い て 、 数 字 に は 算 用 数 字 を 使い ます 。 
次 に 、 漢 数 字 を 使う 例 を 示し ます 。 
還 各 語 ・ 成 句 

二 重 括弧 、 一 番目 、 一 般 に 、 十 分 
時 概数 、 紙 幣 ・ 貨 幣 の 額 

数 十 回 、 一 万 円 札 、 五 百 円 硬貨 


数 の 範囲 に は 、 全 角 の 波 ダッ シュ (て) を 使い ます 。 単 位 は 誤解 され る 恐れ が な い 場 合 
は 、 原 則 と し て 終点 の 数 値 だ け に 付け ます 。 


次 に 例 を 示し ます 。 


30 て 50%、2 < 3 回 、15 ~ 18 ペー ジ 


注 - メ ッ セ ー ジ で は 、 全 角 の 波 ダ ッシュ (て) を 使用 する と 、 文 字 化け し た り 問 題 が 発生 
し た りす る こと が あり ます 。 「30% か ら 50%」 ま た は 「30% - 50%」 な ど 、 そ の メッ セー 
ジ の 中 で 統一 し た 別 の 表記 方 法 を 使用 し て くだ さい 。 


英文 の 表記 


本 語 マ ニュ アル の 中 で 英文 を 使う の は 、 次 の 場合 に 限り ます 。 
画 略語 や カク カナ 表記 を 補足 説明 する 


Solaris 共通 デス クト ッ プ 環境 (Common Desktop Environment、CDE) 


画 画面 や キー ボー ド 上 の 表示 を 引用 する 


Control キー、「 終 了 (Qui)」 ボ タン 、「 ブ ラウ ズ (Browse)」 メ ニュ ー 


還 記 弓 、 コ マン ド 名 、 ま た は 変数 名 を 記述 する 


10 cm、mv コマ ンド 、 環 境 変 数 DISPLAY 


還 英文 表記 が 定着 し た 、 ま た は 英文 表記 の 固有 名 詞 を 記述 する 


2UT 
青 
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ASCII コー ド 、OpenWindows 環境 、X Window System 


次 に 、 英 文 を 乱用 し た 例 と 、 そ れ を 修正 し た 例 を 2 つ 示 し ます 。 


( 誤 ) 使用 する プリ ンタ に 正しい 用 紙 が set され て いる こと を 確認 し ます 。 
} 
( 正 ) 使用 する プリ ンタ に 正しい 用 紙 が 設定 され て いる こと を 確認 し ます 。 


( 誤 ) 画面 


こ Password: と 表示 され た ら 、Password を input し ます 。 
! 


( 正 ) 画面 に Password: と 表示 され た ら 、 パ スワ ー ド を 入力 し ます 。 


その 他 の 表記 
商標 は 訳 さ な い 


商標 は 、 ど の よう な 場合 で も 元 の 表記 の まま 残す 必要 が あり ます 。 商標 と は 、 一 般 的 
に 製品 や 技術 の 名 前 で ある こと が 多く 、 そ の 表記 の 右 肩 に は @、W な どの 記号 が 付 
いて いま す 。 た だ し 、 記 号 が 付い て いる の は ドキ ュ メ ント 内 に 初め て 記載 され る 場合 
の み で 、2 回 目 以降 に は 付い て いな い 場 合 が あり ます 。 こ の よう な 場合 も 、 同 じ 表 記 
は 商標 と し て 扱う 必要 が あり ます 。 次 に 例 を 示し ます 。 


This product is based on JavarM Technology. Java Technology enables the software to 
operate on any platform. 


! 


本 製品 は 、Javarw テク ノロ ジ を ベー ス と し て いま す 。Java テク ノロ ジ に よっ て 、 ソ フト 
ウェ ア は プラ ッ ト フ ォ ー ム に 関係 な く 動作 する こと が で きま す 。 


注 一 た だ し 、 商 標 マ ー ク (⑥、 な ど ) の 有無 は 、 英 文 の 方 針 に 従い ます 。 


Sun の 場合 、 製 品 お よび テク ノロ ジ が 商標 を 指す か どう か は 、 次 の よう に し て 調べ ま 
す 。 


画 次 の URL に アク セス し て 、 対 象 の 文字 列 を 検索 し ます 。 


ht て tp : / /www . Sun .Com/ SuntrademarkS/ 


上 記 で 見 つか ら な い が 、 懸 念 が ある 場合 は 、Sun の 担当 者 まで 問い 合わ せ て くだ さ 
い 。 


38 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 2007 年 3 月 


マニ ュ ア ル の タイ トル を 訳す 


客 訳 対象 の 文字 列 の 中 に マニ ュ ア ル の タイ トル や コレ クシ ョ ン 名 が 含ま れ て いる 場合 
は 、 そ れ ら の 日 本 語 名 が すでに 存在 する か どう か を 次 の 方 法 で 調べ ます 。 


1. マニ ュ ア ル の タイ トル を 含む リス ト が 提供 され て いる 場合 は 、 該 当 す る タイ トル 
が 含ま れ て いる か どう か を 調べ て 、 あ れ ば その 名 前 を 使用 する 。 


2. 上 記 に 含ま れ て いな い 場 合 、 ま た は 、 リ スト が 提供 され て いな い 場 合 は 、 
http://docs .sun .com お よび SunDocs (http://www.sun.com/products-n- 
solutions/hardware/docs) で 該当 する マニ ュ ア ル が ある か どう か を 調べ て 、 あ れ ば そ 
の 名 前 を 使用 する 。 


3. あら た に 翻訳 する 場合 は 、 各 プロ ジェ クト の 方 針 に 従っ て 翻訳 案 を 作成 する 。 


Sun の マニ ュ ア ル タ イ トル の 翻訳 方 針 は 、 次 の と お り で す 。 不明 な 場合 は 、Sun の 


担当 者 に 連絡 し て くだ さい 。 


マニ ュ ア ル タ イ トル の 翻訳 方 針 : 
還 ハー ドウ ェ ア 製 品 の 場合 : 


Getting Started Guide: ご 使用 の 手引 き 


Release Notes / Product Notes: ご 使用 に あたっ て 


Site Planning Guide: サイ ト 計 画 の 手引 き 

Installation Guide: 設置 マニ ュ ア ル 

… Server/System Administration Guide: .… サ ー バ ー/ シ ステ ム 管 理 マ ニュ アル 
画 Solaris の 場合 : 


What's New in .…: … の 新 機能 


Release Notes: ご 使用 に あたっ て 


System Administration Guide: Solaris の シス テム 管理 


Administration Guide: .… の 管理 


画 上 記 以 外 の 製品 の 場合 : 


Release Notes: リリ ー ス ノー 
User's Guide ユー ザー ズ ガ イド 
User's Manual: ユー ザー ズ マ ニュ アル 


Imstallation Guide: イン スト ー ル ガイ ド 
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Programmer's Guide: プロ グラ マー ズ ガ イド 


Programming Guide: プロ グラ ミン グ ガ イド 


Developer's Guide: 開発 者 ガイ ド 


Development Guide: 開発 ガイ ド 


Administrator's Guide: 管理 者 ガイ ド 


Administration Guide: 管理 ガイ ド 
Reference Manual リファレンス マニ ュ ア ル 


Reference Guide: リフ ァ レ ンス ガイ ド 


Getting Started Guide: 入門 ガイ ド 


索引 を 訳す 


は 次 の よう に 翻訳 し ます 。 英 文 の 語句 が コン マ で 区 切ら れ て いる 場合 は 、 日 本 語 
語句 を 読点 で で 区 切り ます 。 


Starting the server 
! 
サー バー の 起動 


Server, starting 
! 
サー バー、 起 動 


専門 用 語 を 訳す 


専門 用 語 を 訳す 場合 、 原 則 と し て 専門 用 語 集 SunGloss の 訳語 を 使用 し て くだ さい 。 
プロ ジェ クト に 固有 の 用 語 集 が ある 場合 は 、 そ の 用 語 集 を 優先 し て くだ さい 。 専門 
H 語 に 対し て 既存 の 1 請 集 に な い 訳 語 使用 する 場合 は 、 担 当 者 に 用 語 案 と 用 語 
意味 を 送付 し て くだ さい 。 専門 用 語 を 新しく 翻訳 する 場合 、 カ タカ ナ 語 と し て 定着 し 
て いる も の を 除い て 、 な る べく 意味 を 的 確 に 表す 日 本 語 1 こ 訳し て くだ さい 。 


mL 
Me 


を 使用 し て 、 そ の 旨 を プロ ジェ クト 担当 者 ! 運 絡 し て く だ さい 。 


1 注意 一 用 語 集 に 従う こと で 、 文 脈 や 分 野 に よっ て は 不都合 が 生じ る 場合 は 、 適 切な 訳語 


カタ カナ 語 の 表記 方 法 に つい て は 11 ペー ジ の 「 カ タカ ナ 語 」、 中 点 「・」 の 使い 方 
に つい て は 12 ペー ジ の 「 中 点 「・」」 を 参照 し て くだ さい 。 


40 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 2007 年 3 月 


固有 名 詞 を 訳す 


固有 名 詞 は 原則 と し て 翻 訳し ます 。 正確 な 情報 を 確認 し て 翻訳 し て くだ さい 。 
人 名 と 本 の タイ トル お よび 出版 社名 は 例外 で す 。 


L 


まし く は 、42 ペー ジ の 「 本 の タイ 


呈 


トル 、 出 版 社 、 お よび 人 名 」 を 参照 し て くだ さい 。 


社外 で 作業 を 行なっ て いる 場合 、 各 種 機関 、Sun に 問い 合わ せ た 結 果 、 正 式 な 名 称 お 


よび 読み 方 が 確認 で き な い と き は 英文 の まま 残し ます 。Sun の 担当 者 は 、 必 要 に 応じ 
て 法務 に 問い 合わ せ て 対応 し て くだ さい 。 


注 一 英語 の 表記 で 商標 と な っ て いる も の は 、 原 則 と し て 翻訳 し ませ ん 。 た だ し 、 日 本 語 


と し て 十分 定着 し て いる 用 


語 は 日 本 語 に 翻訳 し ます 。 


次 に 固有 名 詞 の 訳 し 方 の 例 を 示し ます 。 


英文 マニ ュ ア ル で の 表記 


日 本 語 マ ニュ アル で の 表記 


Berkley 
OpenWindows 


Solaris 


パーク レー 
OpenWindows 


Solaris 


製品 名 は 訳 さ な 


製品 名 は 固有 名 詞 と し て 扱い 、 客 訳 し ませ ん 。 製 品名 の 定義 


1. 大 文字 で 始ま る 上 単語 、 
2. 商標 と し て 登録 され て 
次 に 例 を 示 し ます 。 


い 


本 


、 次 の と お り で す 。 


また は 、 そ の 集合 で ある 。 
いる 名 前 の 一 部 で ある 。 


翻訳 し な い (固有 名 詞 ): 
Configuration Manager 
Directory Server 


翻訳 する (一 般 名 詞 ): 


a configuration manager -… 


Java Desktop System Configuration Manadger 


Java Enterprise System Directory Server 


設定 マネ ー ジ ャ ー 


a directory server … ディ レク トリ サー バー 


表記 自体 は 大 文字 で 始ま ら 


な く て も 、 製 品名 を 指す と 想定 で きる 単語 は 、 製 品名 と し 


て 扱い ます 。 た と えば 、 次 の よう な 例 で は 、1 つめ の Directory Server は 製品 名 と し て 


日 本 語 に は せ ず 、2 つめ の 


a directory server は 一 般 名 詞 と し て 日 本 語 に し ます 。TIt お よ 


び the directory server は 、 ど ちら も 製品 名 を 指す も の と し て 、 日 本 語 に は し ませ ん 。 
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Directory Server is a directory server which provides robust mechanism to al enterprise 
users. It helps the users to work effectively in the enterprise environment. While the 
users are not aware, the directory server serves in many ways for effective access to 
Various filesystems. 


Directory Server は 、 すべて の エン ター プラ イズ ユー ザー に 堅 呈 な メカ ニズム を 提供 す 
る ディ レク トリ サー バー で す 。Directory Server の 支援 に に っ て 、 ユ ー ザ ー は 、 エ ンタ ゴブ 
プラ イズ 環境 で 効率 的 に 作業 する こと が で きま す 。 ユ ー ザ ー が 気づか な いう ち に 、 
Directory Server は 、 各 種 の ファ イル シス テム に 効果 的 に アク セス で きる よう に さま ざ 
まな 方 法 で サー ビス を 提供 し て いま す 。 


本 の タイ トル 、 出 版 社 、 お よび 人 名 


本 の タイ トル 、 出 版 社 、 お よび 人 名 は 翻訳 し ませ ん 。 た だ し 、 日 本 語 版 に 客 訳 され て 
いる 場合 は 、 日 本 語 版 の タイ トル と 出版 社 を 使い ます 。 市販 され て いる 本 の 場合 は 、 
各種 書店 の ホー ムペ ー ジ で 日 本 語 版 が 出版 され て いな いか どう か を 確認 し て くだ さい 。 


次 に 例 を 示し ます 。 


日 本 語 版 が ある 場合 : 『Molf プロ グラ ミン グ ・ マ ニュ アル 』、Dan Heller 著 、 ソ フト バン 
ク 発行 、1992 


日 本 語 版 が な い 場 合 : 『Motif Reference Manual』 、Paula Ferguson 著 、O 
ュ Reilly&Associates 発行 、1992 


会 社名 を 訳す 


「Sun Microsystems, Inc.」 や 「Sunm」 な どの Sun の 会 社名 は 、 文 脈 で 問い 合わ せ や 連絡 
先 と し て 指定 され て いる 場合 、「 ご 購入 先 」 と 絡 訳 し ます 。 そ の 他 の 場合 は 、 次 の 項 
を 参考 に し て 拓 訳 し て くだ さい 。 


参考 資料 
韻 記 され て いる 社名 の 場合 は 、 登 記 上 の 正式 社名 を 表記 し ます 。 明 確 に 日 本 に お ける 
オペ レー ショ ン 名 を 意味 する 場合 は せ 、 そ の オペ レー ショ ン 名 を 表記 し ます 。 


注 一 次 に 示す オペ レー ショ ン 名 は 、2004 年 8 月 現在 の も の で す 。 


正式 社名 日 本 に お ける オペ レー ショ ン 名 


米国 Sun Microsystems, Inc. サン ・ マ イク ロ シ ス テム メ ズ 株式 会 社 


な お 、 正 式 名 称 に 対 し て 略称 を 定義 し て 、 そ の あと の 文章 中 に その 略称 を 使う こと が 
で きま す 。 た と えば 、 米 国 Sun Microsystems, Inc. (以降 「Sun」 と し ます ) の よう に 定 
義 れ ば 、 そ の あと の 文 で 英文 名 称 の 替わり に 、 こ の 「Sun」 の よう な 略称 を 用 いる 


42 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 2007 年 3 月 


こと に は 間 題 あり ませ ん 。 


また 、 「Eor more information, see Sun manuals 」 な ど 、Sun と いう 名 称 を 使っ て いる 場 
合 に は 、 次 の 表記 を 使用 し て くだ さい 。 


「Sun の マニ ュ ア ル を 参照 し て くだ さい 。」 
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だ 2 音 


メッ セー ジ の 翻訳 


に 関す る 注意 事項 を 記載 し ます 。 


但 ! 
No) 
回 
全 ! 
欠 
人 
ざ マ 
ヾ 
ざ 
吾 
肛 


ト の 方 針 に 従っ て くだ さ 


o 


注意 一 ここ に 記載 し て いる 内 容 は 、 標 準 的 な 規則 で す 。 実 際 の 翻訳 の 手順 に つい て は 、 
各 プ ロジ ェ ク MM 


ファ イル の 種類 


この 節 で は 、 次 の 種類 の メッ セー ジ ま た は ヘル プ に つい て 説明 し ます 。 
田 .DO 

画 .mSJ 

還 .tmSg 

男 . java 


弄 .DTODGrt1GS 


画 オン ライ ン ヘ ルプ 


還 。 上 html 

画 。 *.hS 

還 。 *MAP.]Jhm 

還 。 .help、 .h]p 
還 拡張 子 な し 
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翻訳 を 行う 際 の 注意 事項 


各 メ ッ セ ー ジ ファ イル 形式 に 共通 


画家 訳 対象 外 の 文字 列 


変数 : 現在 の 文字 多 で は な く 、 別 の メッ セー ジ の 文字 列 に 置換 し て 表示 され る も の 
で 、 次 の よう な も の が あり ます 。 


%s (文字 列 )、%c (文字 )、%d (10 進数 ) な ど 
次 に 例 を 示 し ます 。 


msgid "There was an error launching the help viewer : %s" 
msqgstr "ヘル プ を 表示 する 際 に エラ ー が 発生 し まし た : %s" 


上 記 の メッ セー ジフ ァイル の 記述 は 、 実 際 の ソフ トウ ェ ア で の 表示 は 次 の よう に な り 
ます 。 


ヘル プ を 表示 する 際 に エラ ー が 発生 し まし た : ファ イル を 読み 込め ませ ん で し た 。 


還 変数 の 扱い 
本 語 メ ッ セ ー ジ で も 、 人 WI 同じ に な る よう に する 必要 が あり ます 。 


変数 の 順番 を 変え な けれ ば 日 本 語 に で き な い 場合 は 、 変 数 の 順番 を 示す 数 値 を 指定 
し ます 。 英文 メ ッ セ ー ジ の 順 で 前 か ら 1、2、3.… と 番号 を 付与 し 、 次 の よう に 
18、28。 3$5.. と 記述 し ます 。 


次 に 例 を 示し ます 。 


msdgid "Checking uninstalled directory format packaqge <%s> from <%s>W" 
msgstr "<%2$s> か ら ア ン イ ンス トー ル さ れ た ディ レク トリ 形式 パッ ケー ジ <%1$s> を 
検査 中 で す 。Wy" 


複数 の 種類 の 変数 が 使用 され て いる 場合 も 、 番 号 は 変数 の 種類 に 関わ ら ず 英語 で の 順 
番 に 則っ て 付与 し ます 。 


msdgid "9%s specifies more components (%d) than the " 
"maximum number redquested (%d).n" 


( 誤 ) msgstr "%s は 要求 され た 最大 数 (%2$d) より も 多い " 
"コン ポー ネン ト (%1$d) を 指定 し て いま す 。W" 


( 正 ) msgstr "%1$s は 要求 され た 最大 数 (%3$d) より も 多い " 
"コン ポー ネン ト (%2$d) を 指定 し て いま す 。\Wn" 
画 時 存 の 絡 訳 に ある 問題 


英語 で 変 9 の ッ セ ー ジ の ほか に 、 NN 
修正 し た い 場合 は 、 勝 手 に 修正 せ ず に あら か じ め Sun の 担当 者 に 確認 し て くだ さい 。 
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-Ppo ファ イル 


必要 な 作業 


変更 が あっ た msgid の 行 に 対応 する msgstr の 行 を 日 本 語 に 翻訳 する 必要 が あり ま 
938 


msgid "There was an error launching the help viewer : %s" 
msgstr "ヘル プ を 表示 中 に エラ ー が 発生 し まし た : %s" 


ント アウ ト 行 


行頭 に # が ある 行 は 、 メ ッ セ ー ジ と し て 朗 識 され な い コ メン ト 行 で す 。 AA 
#NEw Message は 、 こ の メッ セー ジ が 新規 メッ セー ジ で ある こと を 示す た め に 記述 さ 
れ て いる コメ ント で 、 番 訳 対 象 で は あり ませ ん 。 


# NEW_Message 
msgid "There was an error launching the help viewer : %s" 
msgstr "ヘル プ を 表示 中 に エラ ー が 発生 し まし た : %s" 


エス ケー プシ ー ケ ンス 
バッ クス ラッ シュ \ で エス ケー プ し ます 。 


二 重 引用 符 " を エス ケー プ す る 場合 use \"ab2admin -o start\" to.... の よ 
うに し ます 。 


msgid Use Wab2admin -o start\ to invoke ab2admin application 
msgstr ab2admin アプ リケーション を 起動 する に は Wab2admin -o start" を 使用 し て く 
だ さい 


-msJd ファ ア イル 


必要 な 作業 


英語 メッ セー ジ を 、 翻 訳し た 日 本 語 メ ッ セ ー ジ に 置き 換え ます 。 メッ セー ジ 番 号 と 
メッ セー ジ 文 字 列 と の 間 に 必 ず 半 角 ス ペー ス を 1 つ 入 力 し て くだ さい 。 


次 に 例 を 示し ます 。 


3 スー パー ユー ザー の パス ワー ド を 入力 し て くだ さい 。w 


改行 
メッ セー ジ を 複数 行 に 改行 する に は 、\n を 入力 し ます 。 
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次 に 例 を 示 し ます 。 


Msgid " 

"The images necessary to run the wireless monitor are missind.Wn" 
"Please make sure that it is correctly installed." 

msdgstr 

"ワイ ヤレ スモ ニタ ー の 実行 に 必要 な 画像 が あり ませ ん 。W" 
"正しく イン スト ー ル され て いる か 確認 し て くだ さい 。" 


ント アウ ト 行 
行頭 に $ が ある 行 は 、 メ ッ セ ー ジ と し て 論議 され な い コ メン ト 行 で す 。 
次 に 例 を 示 し ます 。 


$ This is a comment for a translator 


.tmsg ファ イル 


必要 な 作業 


英語 メッ セー ジ を 、 和 客 訳 し た 日 本 語 メ ッ セ ー ジ に 置き 換え ます 。 メッ セー ジ TD 番号 
と メッ セー ジ 文 字 列 と の 間 に 必 ず 半 角 ス ペー ス を 1 つ 入 力 し て くだ さい 。 


次 に 例 を 示 し ます 。 


W32134 root で admintool を 起動 


改行 
メッ セー ジ を 複数 行 に 改行 する に は 、\\\n\ を 入力 し ます 。 
次 に 例 を 示し ます 。 


32400 この アイ コン は 、 ブ ロッ ク 型 特殊 ファ イル を 表し て いま す 。 nl 
デー タ 型 は BLOCK_DEVICE で す 。 


コメ ント アウ ト 行 
行頭 に $ が ある 行 は 、 メ ッ セ ー ジ と し て 認識 され な い コ メン ト 行 で す 。 


CDE メッ セー ジ の .tmsg ファ イル 


画 d モ /aDDConE19/tyDeS/C/* .d て 上 .tmSg 
各 .tmsg ファ イル 中 の 共通 部 分 が common.dt.tmsg に 含ま れ て いま す 。 
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更新 対象 は 、 common .dt .tmsg フ ア ァイル 1 つ だ け で す 。 


画 dE/aDDp-defau]ts/C/* .d て 上 .tmsg 


_common .dt.tmsg に 含ま れ て いな いも の も あり ます (エン ジニ ア か ら 指 示 を 受け 
る ) 


還 *.d 上 .n]1S 
守 訳 対象 外 
.java ファ イル 


必要 な 作業 


画 「 "MsgTD'、"Message xxxxxxxxx"'!、 の Message xxxxxxxxxx の 部 分 を 日 本 語 メ ッ 


セー ジ に 翻訳 し て くだ さい 。 
次 に 例 を し ます 。 


{ "Exit-Message", "Are you sure you want to end this program ?), 
! 
"Exit-Message", "本 当 に この プロ グラ ム を 終了 し ます か ?!, 


還 ファ イル 名 と 、 各 クラ ス 名 に ja を 付け ます 。 


た と えば AddressSyncConduitMessages.java の 場合 は 、 ファ イル 名 を 
AddressSyncConduitMessages ja.java に し ます 。 ま た 、 フ ァイル 内 の 行 を 次 の 
よう に 修正 し ます 。 


修正 前 : pub1]ic cl]ass AddressSyncCondu1tMessageS extends 
ListResourceBund1e 


修正 後 : pub1ic c1ass AddressSyncCondu1tMessades ja extends 
LtstResourceBund1e 


改行 
メッ セー ジ を 複数 行 に 改行 する に は 、+ を 入力 し ます 。 
次 に 例 を 示し ます 。 


{ "MSG8', "製品 が 正しく 動作 する た め に は " + 
" シス テム を リブ ー ト する 必要 が あり ます 。 "+ 
" ここ で リブ ー ト し ます か ?9, 
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コメ ント アウ ト 行 


行頭 に / が ある 行 、 ま た は 先頭 ** と 末尾 $/ で 囲ま れ て いる 行 は 、 メ ッ セ ー ジ と し 


て 認識 され な い コ メン ト 行 で す 。 


.properties ファ イル 


必要 な 作業 


tag=messages の "messages" 部 分 を 日 本 語 メ ッ セ ー ジ に 翻訳 し て くだ さい 。 


次 に 例 を 示 し ます 。 


:init view_explain=Choose what to display for this first time request. 


ここ を 翻訳 1 


改行 
メッ セー ジ を 複数 行 に 改行 する に は 、 ヽ n を 入力 し ます 。 


コメ ント アウ ト 行 
行頭 に # が ある 行 は 、 メ ッ セ ー ジ と し て 認 議 されない コメ ント 行 で す 。 


ヘル プ フ ァ イ ル 


必要 な 作業 


英語 の 文章 を 翻訳 し た 日 本 語文 章 に 置き 換え て くだ さい 。 


ト . 


-htm1l ファ イル 


meta タグ の 中 の charset を Sun か ら 指 示 の あっ た エン コー ディ ング に 


合わ せ て 修 


正 し て くだ さい 。 た と えば 、EUC エン コー ディ ング に する よう 指示 が あっ た 場合 は 、 


次 の iso-8859-1 の 部 分 を euc-jp に し て くだ さい 。 


<meta http-equtv="Content-Type" content="texhtml: charset=iso-8859-1"> 


ここ を euc-jp に する 1 
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hs、*MAP. ]hm、*TOC .xm1 ファ イル 


-htm1 ファ イル と 共に 、*.hs、*MAP. hm、*TOC .xm1 ファ イル が 含ま れ て いる こと が 
あり ます 。 
男 ※ .hs 


先頭 行 <2zxml version=*1.0' encoding='TSO-8859-1' ?> を 
<?2xml version='1.0' encoding=*EUC-JP' 5?> に し て くだ さい 。 


還 *MAP. hm 


先頭 行 <2xml version= 1.0' encoding="ISO-8859-1' ?> を 
<?xml version= “1.0' encoding='BUC-JP'?>> に し て くだ さい 。 


還 *TOC.xm1 


先頭 行 <2xml version= 1.0 * encoding='TSO-8859-1' ?> を 
<?2xml version='1.0' encoding='EUC-JP' 5?> に し て くだ さい 。 


.help、.hlp ファ イル 
行末 を そろ えて くだ さい (1 行 の 文字 数 を 半角 50 文字 くら い に す る )。 
topics/TOPICS ファ イル 


ファ イル 名 の 行 の 先頭 に 、 ス ペー ス で は な く タ ブ で 空白 を 入力 し て くだ さい 。 そう 
し な いと 、 実 際 に ヘル プ を 表示 する 時 に トピ ックス と し て 認識 され ませ ん 。 


次 に 例 を 示し ます 。 


DNS 検索 リス ト 

(TAB) dns_searchdomains.help 
DNS サー バー 

(TAB) dns_server.help 


拡張 子 な し ファ イル 


行末 を そろ えま す (1 行 の 文字 数 を 半角 28 文字 くら い に す る )。 
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翻訳 の 方 針 と 注意 事項 


還 メッ セー ジ は 短く 簡潔 に 訳 し ます 。 
画 英 数 字 は 半角 を 使用 し ます 。 
画 半角 と 全角 の 間 に は 、 半 角 ス ペー ス を 1 個 入 れ ま す 。 


画 括 波 は 、 次 の よう に 使用 し ます 。 
_(XXX) な どの よう に スペ ー ス っ > 括弧 -> 文 字 列 -> 括 弧 -> ス ペー ス と し ます 。 


還 コロ ン (:) は 、 次 の よう に 使用 し ます 。 
還 コロ ン (:) の うし ろ に 予期 し な い 文 字 列 が 使用 され る 場合 が ある た め 、 基 本 的 に 
は 訳 さ ず そ の まま 残し ます 。 


You cannot change the date: 
日 付 を 変更 する こと は で きま せん : 


還 英語 が 文字 と コロ ン の 間 に ス ペー ス が ある 場合 で も 、 日 本 語 は スペ ー ス を 入れ ま 
せん 。 


Open the file : %s 
ファ イル を 開く : %s 


画 生 点 は 「。」 を 、 読 点 は 「、」 を 使用 し ます 。 


画 英文 に 疑問 符 (?) が 使用 され て いる 場合 、 日 本 語 で も 疑問 符 (?) を 使用 し ます 。 た 
だ し 、 感 嘆 符 () は 使用 し ませ ん 。 


Are you Sure you wart to quite ? 


本 当 に 終了 し ます か ? 


Password you entered is invalid ! Please enter valid password. 
入力 し た パス ワー ド は 無効 で す 。 有 効 な パス ワー ド を 入力 し て くだ さい 。 


画 生 点 の 有無 は 、 英 文 と 同じ に し ます 。 そ の ほか の 表記 記号 も 、 で きる だ け 英 語 と 同 
じゃ も の を 使用 し ます 。 


Cannot lock database - too many retrieS. 、 
デー タベース を ロッ ク で きま せん - 再 試行 が 多 す ぎ ま す 。 
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還 「 で す ・ ま す 」 
体言 止め ) 


S 由 
選 


合 を 原則 と し ます 。( 文字 の 長 さ を 考慮 する 必要 が ある の で あれ ば 


画 釧 詞 の み の 文 章 は その まま 名 詞 の 文 と し ます 。 
"1 jine" ー> "1 行 " 


ユー ザー に ym を 選択 させ る 場合 


rm: Remove %s: (y/n)? 


rm: %s を 消去 し ます : (yn) ? 


上 記 の よう に y ま た は n の 選択 を 促す 表現 に し ます 。 


基本 的 に は 同じ 英語 の 単語 は 、 同 じ 日 本 語 に 訳す よう に し ます 。 
等 制 に 忠実 に 訳 し ます 。 


"Could not open document '"%s"." 
( 誤 ) "ドキ ュ メ ント '"%s' を 開く こと が で きま せん 。" 
! 
( 正 ) "ドキ ュ メ ント '%s' を 開く こと が で きま せん で し た 。" 


画 全角 の 波 ダ ッシュ (へ ) は 使用 し ませ ん 。 


Can be <tt> 1</tt>-<tt>65535</t せ > 
( 誤 ) <tt>1</tt> て <tt>65535</tt> を 指定 で きま す 。 
1 
( 正 ) <tt>1</tt> か ら <tt>65535</tt> を 指定 で きま す 。 


注 - メ ッ セ ー ジ で は 、 全 角 の 波 ダ ッシュ (て) を 使用 する と 、 あま 人 6 し た 上 間 昌 順 が 発生 
し た りす る こと が あり ます 。 「30% か ら 50%」 ま た は 「30% - 50%」 な ど 、 そ の メッ セー 
ジ の 中 で 統一 し た 別 の 表記 方 法 を 使用 し て くだ さい 


o 


還 引用 符号 「「 」、「 ”」 が 使わ れ て いる 場合 は 、 英 語 の まま 使用 し ます 。 


"Could not open document '"%s"." 


( 誤 ) "ドキ ュ メ ント 「%s」 を 開く こと が で きま せん で し た 。" 
} 
( 正 ) "ドキ ュ メ ント "%s' を 開く こと が で きま せん で し た 。" 


時 客 訳 の 表現 を 統一 し ます 。 


・ Run Commnad (コマ ンド の 実行 ) 
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注 一 SN ド を 実行 と する と 、 用 途 に よっ て は 不適 切 に な る 可能 性 が ある の で 、 こ 
の よう な 場合 は 「 を 」 と せ ず に 「 の 」 を 採用 し ます 。 


・ 。^ jing( て し て いま す ) 

・ FEailed to (て に 失敗 し まし た ) 

・ Brror へ ing( て 中 に エラ ー が 発生 し まし た 、 て し て いる と き に エラ ー が 発生 
し まし た ) 

・ Parameter is not valid (パラ メー タ が 有効 で は あり ませ ん ) 

・ invalid parameter (無効 な パラ メー タ で す ) 

・ illegalparameter (不正 な パラ メー タ で す ) 


画 天文 の 話 順 に 問題 が ある 場合 は 


同じ メッ セー ジ 内 に 的 と な る 語 が 存在 し な い メ ッ セ ー ジ を 翻訳 し な けれ ば な ら な 
い 場 合 が あり ます 。 通常 、 OO 別 の メッ セー ジ か ら 流 用 さ 
れる よう に 設定 され て いま す が 、 ま れ に 、 英 文 の 問題 か ら 、 メ ッ セ ー ジ が 前 置 詞 や 動 
詞 で 終わ っ て し まっ て いる ケー 0 


翻訳 方 法 の 工夫 で 回 避 で きる 場合 は 、 次 の よう に し て くだ さい 。 


『 


1! 


msdid “Too many arguments for -" 

( 誤 ) msgstr "- の 引数 が 多 す ぎ ま す " 
! 

( 正 ) msgstr "引数 が 多 す ぎ ま す -" 


回 避 で き な い 場合 は 、 そ の と お り に 翻訳 し て 、 コ メン ト を 挿入 し た り 、 別 ファ イル で 
報告 する な ど し て 、TPM/Language Lead に 知ら せ て くだ さい 。 


msdid “You cannof* 
msgstr "あな た は で きま せん " 
#@trans: 英文 が 不 完全 な た め 、 適 切 に 翻訳 で きま せん 
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送り が な の 付け 方 一 覧 


この 付録 に は 、 送 り が な の 付け 方 が 五 十 


順に 記載 し て あり ます 。 


ーー 一 革 - 
あ 合図 相対 する 相手 合う 
会 う 仰ぐ 赤い 明か す 
赤 ら む 明 ら む 飽き 足り な い 飽き る 
上 げ 下 ろ し 上 げ 下 げ 開け っ 放し 開け る 
上 げ る 挙げ る 浅い 鮮やか 
足掛かり 足踏み 味わう 預かる 
計る 遊ぶ 与え る 温か い 
援 か い 温め る 援 め る 新しい 
辺り 当たり 当たり 前 甘い 
熱い 厚い 扱い 扱う 
集まり (る ) 当て る 充て る 後片付け 
後回し 後戻り 擬 る 浴び る 
値 な い 甘い 余り [名 誤 ] 余る 
編む 危う く 惨 し い 操る 
過ち 誤り (る ) 謝る 歩み 寄る 
荒い 粗い 荒らす 争い ( う 
改め る 表す 現す 著 す 
表れ る 現れ る 有り 合わ せ 合わ せる 
併せ る 慌ただしい 衰 れ む 


54 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 2007 年 3 月 


AI 


受取 証 
動か す 

後ろ 向き 
疑い ( う ) 
打ち 消し ( す ) 
写し (すず ) 


移り 変わ り (わる ) 


奪う 
埋め 合わ せ 
買 


売り 買い 


潤い ( す ) 
可 る 
り 


言い 表す 
言い 回 し 
勢い 
行き 止ま り 
男 ま し い 
痛む 


浮か ぶ 
け 入 れ (れる ) 


受け 
受け 答え 


受付 期間 


受け 持ち ( つ ) 


販 
売り 切れ (れる ) 
売れ 行き 


描き 出す 


追い 掛け る 
追い 付く 
応じ る 


言い 換え (える ) 


生か す 


行き 先 
生き る 
忙し い 
傷む 
著しい 
入り 組む 
入れ る 


彩り (る ) 


植え 付け (ける ) 
受かる 


打ち 合わ せ (わせ る ) 


打ち 直し ( す ) 
映す 


売り 上 げ ( げ る ) 
売り 出し ( ず 


追い 越し ( す ) 
追い 詰め る 


終え る 


祝い ( う ) 


植え る 
浮き 上 が る 
請け 負う 
受け 付け (ける ) 
受け 取り (る ) 


受け る 


薄れ る 

打ち 切り (る ) 
美しい 

移す 

奪い 取る 


追い 込み ( む ) 
追い 払う 
大 当たり 
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大 慌て 

大 きい 

犯す 

置き 換え る 
奥行 

後 れ 

行い ( う ) 
行なっ て (例外 ) 
える 

及 め る 

し 込み (お む ) 
惜しむ 

吉 ろ し い 
陥れ る 

落と し 穴 


栄 


書き 換え (える ) 
書き 足す 
限り (る ) 


遅れ (れる ) 
起こ り (る ) 


幼い 
修め る 
推し 進め る 
押す 
教わる 
落ち 込む 
落と す 
衰え る 


覚え る 
思い 切り [名詞 ] 
重たい 


終わ り (わる ) 


買い 入れ (れる ) 
買い 取り (る ) 
交 ② 

換え (える ) 
変わ る 
抱え る 
掛か る 

書き 誤り (る ) 
書換 手数 料 
書き 出し (⑰ 
隠す 


呈 い ( う ) 
大 っ ぴら 


推す 

穏やか 

落ち 着き ( く ) 
訪れ る 
驚か せる 


il 
MI 
誠 デ 

ン 


書き 損ない ( う ) 
書き 直す 
掛け 合わ せる 
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空っぽ 
絡み 付く 
借り 入れ (れる ) 
軽やか 
代わ り (わる ) 


考え 違い 


J り 落と す 


有り 離す 


欠け る 
重ね る 
貸し 借り 
貸し 付け (ける ) 
風 通 し 


さ 
E 


ご + 
s 遇 / 弄 
< て 
ン 


OX 


ち 越し ( す ) 


語 湊 漆 委 
放 飼 
の 


気 負 う 

聞き 漏らす 
利く 

傷つく 
気付 く 

気 短 

清 い 
切り 替え (える ) 
切り 取り (る ) 
切り 張り 
極まる 


固まり (まる ) 


狩り 

刈り 取り (る ) 
渦 く 

替わる 
考え る 


気後れ 
聞き 分 ける 
効く 

競う 
厳し い 
決め 手 
嫌い ( う ) 


食い 
下さ 
配る 


違い ( う ) 
る 
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「1 


組 [ 組 分 け 、 赤 組 ] 


組み 合わ せ (せる ) 


うく 
Tm 


み [一 組み 、 見 本 
み ] 


旧 み 准 え (える ) 


うく 
Tm 


うく 
T 


悔し い 
暮らす 
繰り 返し 
暮れ る 

企 て (て る ) 


消印 
桁外れ 
現金 払 


渡 い 
越え る 
小刻み 
す 


盛ん 
春 う 

探る 

下げ る 
洗 給 
差し 込む 
差し 出し 
差し 控え る 
挿す 


や む 
EL べ る 
り 広 げ る 


ほ い 


閉 中 


lm 


消し 止め る 
決し て 
検査 済み 


被る 
超え る 
焦げ 付く 
心細い 
答え (える ) 
好み (お) 
込み 合う 


組合 


組み 立て (て る ) 
暗い 

操り 上 げ ( げ る ) 
狂う 

加え る 


消す 
煙い 


検査 済 証 


小売 り 

凍り 付く 
心当たり 
試み (みる ) 
異な る 
好 ん で 
込み 入る 
転がす 
怖い 


境 


OX 


探し 岳 
盛り 
製 く 
生む 
避け る 
刺さ る 
差し 込み 
指し ホ す 
差出 人 
差し 向かい 
刺す 


組み 合う 


組む 
暮らし 
操 上 償 選 
苦し い 
詳し い 


断り (る ) 
細か い 

BE や す 
転がり 落ち る 
壊れ る 
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障 り (る ) 


試合 


強い る 


縛り 付け る 


仕向 ける 
締め 付け (ける ) 
占め る 

知り 合い ( う ) 
信じ る 


吸い 上 げ る 
据え 置き ( く ) 
透 か す 
過ぎ る 
少な く と も 
健やか 
勧め る 
捨て る 
消 る 

刷り 上 が る 
鋭い 


溢 
! 
0! 


吉 呈 豆 
の ぎ 丈 
9t 導 


仕上 お がり (が る ) 
仕入れ (れる ) 


締め 切り (る ) 
閉め る 
準じ る 

退く 


吸い 込み (お ) 
据え 付け (ける ) 
好き 嫌い 

救い 出す 


狭 茸 し い 


従う 
支払 い ( う ) 
渋い 


締まり (まる ) 


虹 


透け る 
涼し い 
廃れ る 
滑り 出し (すず ) 
済ま す 
擦り 減る 


寂し い 
寒い 


騒ぎ ( ぐ ) 


幸せ 
敷物 


沈め る 
親しい 
支払 人 


仕込 み ( む ) 


絞り (る ) 
染み 込む 


示す 


ヽ | 


ミ 中 
= 還 尽 
1 


三山 
[ 


吸い 付く 


据え る 


少な い 
少し 
進め る 


透き通る 


酸っぱ い 
滑り 止め 


済む 
擦る 
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そ 冶 2 
損なう 


素っ気 な い 


背く 


た 体 当たり 


絶え る 


互い 

抱き 込み 
足す 

携わる 

漂う 

立ち 入り (る ) 
立つ 


立て 掛け る 


計 


まほ て 替え (える ) 


楽し い 
食べ 物 
試す 


ち 4 


垂らす 


ヽ ゝ さい 


縮み 上 が る 


議 ぐ 
作り 替え る 
けけ 加え る 


に え 聞 く 


革 弄 
V 計 
の 


に 3 
> 
半 政 
記 


pi 
TUT 


ジウ) 


ト は 上 
パ 
届 は 
エ 


付け 足し ( ず ) 


伝え る 


嘩 
Py 
前 
0 


ーー 
本 
= 

ロロ 


知 | 副 
0! 


立て 札 
縦 組 み 
頼み (お ) 
黙る 

便り 


違い ( う ) 


散ら か す 


添え る 
育て る 
染まる 


諾 え る 
高い 

向き 合わ せ 
確か め る 
内 える 
正しい 
立ち 上 が り (る ) 
立ち 止ま る 
断つ 
建て る 
例え (える ) 
東 ね る 
直し 

買 り (る ) 


16 


に 


計 


近付く 


計 臣 流 洞 海 飼 
の マス へ さき マ 
ぷ 


吊 
9 
の 


続け る 
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時 
ざ 
NE 
相 


N 活 


上 
の 攻 


悦 國 
の 中 
NYY 


還 隊 


江 忌 
吉 


ド 上 が る 


湖 
0) 


取り 締まり (まる ) 
取次 者 


に 
串 
吐 


勤め る 

募る 

積み 重ね る 
詰め 槍 え (える ) 
強め る 
釣り 上 げ る 


手 っ 取り 早い 


し 合わ せ (わせ 


跳び 回 る 
乏しい 


走ら える 
取扱 説明 書 
取り 替え (える ) 
取り 組む 

取締 役 


取り 付け (ける ) 


問い 合わ せ (る ) 
通り 過ぎ る 
溶かす 

深 け る 


包む 
務め 
積み 
積み 
積 も 
連ね 


る 

上 げ る 
立て (る ) 
る 

る 
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ね 値上がり 
粘り 気 


狙い ( う ) 


の 逃れ る 
乗せ る 
臨む 


取り 除く 
取り 引き 
取り や め る 


際 る 


取り 計ら い ( ら う ) 
取引 先 

取り 寄せ る 

執る 


苦い 
憎 ら し い 
鈍い 


呈 


抜き 書き 
脱ぐ 
塗る 


願い ( う ) 
粘る 
練り 直す 


取り 外す 

取り 巻く 

取り 分 ける 
撮る 


流し 込む 
役 げ 入れ る 
情け 

斜め 
滑ら か 


62 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 2007 年 3 月 


入る 
映え る 
量 る 
激しい 
挟む 
恥じ ら う 
外す 

働き ( く ) 
話し 掛け る 
放す 
離れ る 
阻む 

払い 込み (お ) 
張り 替え 


至れ (る ) 


金 
受 時 刻 
き 込 む 

き 継ぎ ( ぐ ) 
く 

潜む 

引っ 掛か る 


一 抱え 


跳ね 上 が る 


光る 

引き 合わ せ (る ) 
引き 起こ す 

引き 下げ 

引き 延ばし (ば す ) 


開く 


控え (る ) 


引き 合い ( う ) 
率い る 

引換 券 

引き 締め ( め る ) 


引き 1 


ば し (ば す ) 


低い 


左利き 
引っ 越し ( す ) 


等 し し 


\ 


独り 占め 


平 た V 


人 う 


\ 


恥ず か し い 
果たす 

話し 合い ( う ) 
話す 

放 れ る 

幅広 い 

速い 

張り 合い ( う ) 


張る 


控室 
引き 上 げ (る ) 
引き 受け (る ) 
引き 返す 
り 
り 


き 出 し (9 
き 分 け (ける ) 
久しぶり 
左向き 

引っ 張る 
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ぶ 分 厚い 

深い 

吹く 

膨らむ 

太い 

踏切 

踏む 

振り 替え (える ) 
振り 出し 


奮 い 立 つ 


震え (える ) 


へ 隔たり 


経る 


ま 舞い 込む 
賭 い ( う ) 
紛れ 込む 
混ざる 


間延び 


迷う 


誇り (る ) 
詞 め る 


前 売り 
が り (る ) 
紛れ る 
交 ざ る 
増す 


待ち 合わ せ (わせ る ) 


減ら す 


殖 え る 
吹き 飛ば す 
含め る 
防ぐ 
踏ま える 
踏み 締め る 
増やす 
振り が な 


古い 


振る う 


任せ る 
紛らわしい 


64 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 2007 年 3 月 


避 り (る ) 周り 回 り 道 真ん中 
当たる 見 合わ す 見 送る 見 落と す 
覚え 見 返す 磨き 上 げ る 磨く 
右 利 き 右向き 見 極め る 見 込み (お ) 
短い 惨め 水洗 い 引 ら 
水増し 満た す 満ち る 乱れ 
身近 見 違え る 導き 出す 導く 
も 積もり (も る ) 見 積 書 見 通し 見 取り 区 
も 直 . す 見 習い ( う ) 醒 い 見 抜く 
逃す 実る 見 栄え 見 張り 
回 す 見 渡す 
向かい 合う 避 か う 迎え (える ) 向き ( く ) 
報い (いる ) 名 こ う 燕 し 著 い 蒸し 返し ( す ) 
蒸 す 難し い 結び 付く 結ぶ 
群がる 如 れ (れる ) 
新しい 命じ る 恵まれ る 巡ら す 
人 ※ り 合う 巡り 合わ せ 巡る 指す 
覚め る 除 し い 立つ 盛り 
設け る し 込み (お わ ) 込 書 燃え る 
潜り 込む 和 寺 ち 歩 き いる 寺 ち 帰る 
詩 ち 込み (お ) 圭 ち 出し 持ち 運ぶ 和 き て 余す 
戻す 基づく 求め る 語 (る ) 
険 や す 供し ( す ) 催し 物 最寄り 
盛り 返す 盛る 漏れ る 
焼き 切る 焼き 増し 焼く 訳す 
役立て る 役割 優し い 養う 
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いけ? 


り 


行き 過ぎ (ぎる ) 
譲り 受け る 
許し (すず) 


当 
嘩 


割り 切る 
割引 


装い ( う ) 


輝 み 上 げ る 


行方 
豊か 


揺れ る 


欲張り (る ) 
汚れ 

呼び 入れ る 
読み 合わ せ 
読み 切り (る ) 
喜ぶ 


沸か す 
析 組 み 
忘れ 物 
|] り 当 て (て る ) 
割り 付け (ける ) 
割り 増し ( す ) 


HL 
電 


休み (お) 
破れ (る ) 
軟らか い 


寄せ 集め ( め る ) 
呼び 出し ( す ) 
読み 終わ る 
読み 込み (お ) 
弱め る 


> 
< 
ン 
OY 
MMl 
0 


66 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 2007 年 3 月 
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付録 B 


漢字 と か な の 使い 分 け 一 覧 


この 付録 に は 、 漢 字 と か な の 使い 分 けが 難し いも の に つい て 、 旭 十 音別 に 記載 し て あ 


り ま す 。 
使う 表記 使わ な い 表 記 品詞 

あ あい か わら ず 相 変 ら ず 副詞 
あい まい 曖昧 名 詞 ・ 形 容 動 詞 
あえ て 敢えて 副詞 
あく まで 飽 迄 副詞 
挙げ て あげ て 副詞 
上 げ る あげ る 動詞 
て あげ る ンー 上 げ る 補助 動詞 
あと 後 名 訴 
あな た 貴方 ・ 吐 女 代名詞 
余り あま り 名 詞 
あま り に 余り に 詞 
危う く あや うく 副詞 
あら か じ め 予め 副詞 
あら た めで て 改め て 副詞 
あり えな い 有り 得 な い 連語 
あり が と う 有り 難 う 感動 詞 
ある 有る 動詞 
て ある て 有る 補助 動 放 
ある 或 る 連 体 詞 
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使う 表記 使わ な い 表記 


ロ 

に 
中 | ロ l 

El 


だ 川 


合わ せる あわ せる 重 
併せ る あわ せる 動 調 
あわ せ て 併せ て 副 調 
案外 あん が い 副 調 


言う いう 動詞 
いき いき 生き 生き 副詞 
行く いく 動詞 
て いく や 行く 補助 動詞 
いく つ 幾つ 名 詞 
いく ぶん 幾 分 副詞 


依然 いぜん 副 誤 
頂く いた だ く 動詞 
て いた だ く へ 頂く 補助 動詞 
いち いち ー 々 副詞 
一 応 いち お う 副詞 


いつ 可 時 代 名 語 


いつ か 可 時 か 副 調 
一 気 に \ っ き に 副 誤 
一 挙 に \ っ き ょ に 副 調 

も \ っ けん 副 誤 
一 向 に ) っ こう に 副詞 
一 切 \ っ さい 副詞 
一 緒 に \ っ し ょ に 副 調 
一 斉 に )\ っ せい に 副詞 
一 層 \ っ そう 副詞 
一 体 \ っ た い 名 詞 
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使う 表記 使わ な い 表 記 品詞 


いっ た い 一 体 副詞 
一 端 いっ た ん 名 詞 
いっ た ん 旦 副詞 
いっ ぱい 一 杯 多 容 動詞 ・ 副 詞 
一 般 に \ っ ぱん に 副詞 
一 過 SA 名 詞 
)\ っ べ ん に 一 遍 に 副詞 
ー 放 \ っ ぽう 接続 詞 
\ つ も 可 時 も 副詞 
8 ま 名 詞 
了 : 表記 
ヽ ま さら 今更 副詞 
\ ま だ に 未だ に 副詞 
) ま に 今 に 副詞 
いま に も 今にも 副詞 
まや 今や 副詞 
居る \ る 動詞 
て いる て 居る 補助 動詞 
\ ろ いろ 色々 副詞 
`\ わ ば 言わ ば 副詞 
\ わ ゆる 所 主 連 体 旗 
う うま い 上 手 い ・ 巧 い 容 詞 
え 8 ー 得 な い プ 容 詞 
得る える 動詞 
えん えん 延々 容 動詞 
お お 御 て 議 頭 語 
お いし い 美味 し い 容 詞 
犬 い に お お い に 副詞 
大 ざっ ぱ 大 雑 把 用 容 動詞 
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使う 表記 使わ な い 表 記 品詞 

大 っ ぴら お お っ ぴら 多 容 動詞 
大 ま か お お ま か 容 動詞 
お お むね 概ね 副詞 

お お も と 大 本 名 詞 

お お ら か 大 ら か 用 容 動詞 
お か し い 可笑し い 月 容 詞 
置く お く 動詞 

て お く て 置く 補助 動詞 
お そら く 恐らく 副詞 

お の お の 各々 副 調 
思い きっ て 思い 切っ て 副 調 
思い 切り 思い きり 名 詞 
思い きり 思い 切り 副 調 

お も し 重 し 名 詞 

お も し ろ い 面白 い 月 容 詞 
主 な お も な 少 容 動 訴 
主 に お も に 副詞 

お よそ 凡そ 副 再 
及び お よび 名 詞 

お よび 及び 普 続 訴 
及ぶ お よぶ 動詞 

お ろ そ か 疎か 有 容 動詞 
か ・ カ 箇 普 尾 語 
か えっ て 却って 副 調 

か か わり 係わり ・ 関 わり 名 詞 

か か わる 際 わ る ・ 関 わる 動詞 

て か ぎり て 限り 普 尾 語 
限り か ぎり 名 詞 
加減 か げん 名 詞 

と か げん て 加減 接尾 語 
型 ど お り 型 通り 名 詞 ・ 形 容 動 詞 
か た と き 片 時 名 詞 
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使う 表記 使わ な い 表 記 品詞 
か つ 且つ 接続 詞 
か っ こう 格好 名 詞 
必ず か な ら ず 副詞 
必ず し も か な ら ず し も 副 調 
兼ね る か ね る 動詞 
彼女 か の じ ょ 代名詞 
ガラ ス 硝子 名 詞 
仮 か り 名 六 
か り に 仮に 副詞 
彼 か れ 代 名 語 
か わい い 可愛 い 容 調 
か わい らし い 可愛 らし い 容 調 
代わ り に か わり に 副詞 
か わる が わる 代わ る 代わ る 副詞 

き 決ま っ て きま っ て 副詞 
きれ い 奇 幅 多 容 動詞 
きわ め て 極め て 副詞 
極め る きわ め る 動詞 

く 下さ い くだ さい 
て くだ さい 下さい 動 調 
位 くら い 名 詞 
て くら い ・ て ぐら い て 位 助詞 
来る くる 動詞 
て くる て 来る 補助 動詞 

け 結局 けっ きょく 副詞 
決し て けっ し て 副詞 
現に げん に 副詞 

思 ご て 御 て 接頭 語 
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7T 


使わ な い 表記 品詞 
極 く 副 調 


心掛け る 動詞 
ここ ろ み 名 詞 
応え る 動詞 


販 名 詞 


事 用 式 名 詞 
9 普 尾 語 
殊更 副 調 


此 の 連 体 詞 


この さい 副詞 
この 辺 連語 
この ん で 副詞 
細々 副詞 


頃合 い 名 詞 
今日 は 感動 詞 


3 


逆 相 
さか ん 多 容 動詞 
さき に 副 調 
差し 当たり 副詞 
流石 副詞 
左 程 呈 

様々 名 詞 ・ 形 容 動 詞 


更に 


0 


am| 
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使う 表記 使わ な い 表 記 品詞 
し いて 強い て 副詞 
仕方 し か た 名 詞 
し か た が な い 仕方 が 無い 連語 
じかに 直 に 副 語 
て し だ い ^ 次 第 接尾 語 
次 第 し だ い 名 詞 
し だ い に 次 第 に 副詞 
従う し た が う 動詞 
し た が っ て 従っ て 普 続 詞 
実際 じっさい 副詞 
実に じつに 副詞 
し ば らく 暫く 副詞 
し まう 仕舞 う 動詞 
十分 に じゅ うぶ ん に 副 市 
従来 じゅ うら い 副詞 
主として し ゅ と し て 副詞 
少々 じ ま よみ し むう 副詞 
徐々 に じょじょに 副詞 
知ら ず 知 ら ず し ら ず し ら ず 副詞 
す ずい ぶん 随分 副詞 
少な く と も すく な く と も 副詞 
すぐ に 直 に 副詞 
少し RM 副詞 
すてき 素敵 多 容 動詞 
すでに 既に 副詞 
すなわち 即ち 了 議 続 詞 
すばやい 素早 い 容 詞 
すばやく 素早 く 副詞 
すばらし い 素晴らし い 容 詞 
すべ て 全て で ・ 総 て 副詞 
すみ や か 速やか 角 容 動詞 
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使う 表記 使わ な い 表 記 品詞 


せっ か く 折 副詞 

絶対 に ぜったい に 副詞 

ぜひ 赴 非 副 誤 

全然 ぜん ぜん 副 誤 

相当 そう と う 副詞 

その 他 その た 名 詞 

そば 側 名 詞 

そろ える 揃え る 動詞 

た いし た 大 し た 連 体 詞 

た いし て 大 し て 副詞 

だ いた い 大 体 副詞 

た いて い 大 抵 副詞 

だ いぶ 大 分 副詞 

た い へ ん 大 変 有 容 動詞 ・ 副 謀 
絶え ず だ えす 副詞 

互い に た が い に 副 語 

た くさ ん 沢山 有 容 動詞 ・ 副 訴 
た くみ 巧み 容 動詞 

丈 と け 名 詞 

た し か 確か 多 容 動詞 ・ 副 語 
た だ 具 ・ 唯 副詞 ・ 接 続 詞 
害し 旧 し 詳 続 詞 

た だ ち に 直ちに 副詞 

て た ち 1 っ 衣 慣 語 

た つ 発つ ・ 経 つ 動詞 

例え だ さえ 名 詞 

た と えば 例え ば 副詞 ・ 接 続 詞 
例え る た と える 動 問 

た び 度 名 調 

ーー た び て 度 接尾 語 
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使う 表 語 使わ な い 表 記 品詞 
た び た び 度々 副詞 
た ぶん 多分 副詞 
た め 為 名 詞 
て た め て 為 少 式 名 詞 
試し た めし 名 詞 


手掛け る 


N ヾ 
普 
悦 
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使う 表記 使わ な い 表 記 品詞 
出かけ る 出掛け る 動詞 
で きる 出来 る 動詞 
て で 志 る 手頃 名 詞 ・ 形 容 動 詞 
で た ら め 出 鯛 名 詞 
でない で 無い 連語 
て と と いう 加計 汐 連語 
当然 と う ぜ ん 副詞 
通り と お り ( 例 : どの 細い 通 名 詞 
り で すか 。) 
と お り 通り ( 例 : と お り の よい 名 詞 
名 前 ) 

で て とおり 通り 接尾 語 
通る と お る 動詞 

^ と き 名 語 
どき 時 胸 式 名 調 
と きど き 時 々 副 調 
と き に 時 に 副詞 
特に と くに 表記 
の 何処 代名詞 
所 2 名 朗 
どの 所 多 式 名 詞 
突然 と つ ぜ ん 凡 詞 
と ど ま る 留まる 動詞 

と ど め る 留め る 動詞 
と びと び 飛び 飛び 副 調 
と め る 留め る 動詞 
トーン と も へ ( 例 : 共稼ぎ ) 名 詞 
で と ども て 共 ( 例 :4 人 と も ) 名 詞 
SD の の も て 共 ( 例 : 子ども ) 接尾 語 
と も か く 兎 も 副詞 
と も に ト に 副詞 

と りあ え ず 取り 敢 え ず 副 調 
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使う 表記 使わ な い 表 記 品詞 
と り わ け 取り 分 け 副詞 

な な い 無い 少 容 詞 
て な い < 無い 助動詞 
な お 沿 副詞 ・ 接 を 
な お さら 尚更 副詞 
中 な か 名 詞 
な か で も 中 で も 連語 
な か な か 中 々 副詞 
長 々 と な が な が と 副詞 
な くす 無く す 動詞 
な く な る 無く な る 動詞 
て な げ て 無 げ 用 容 動詞 
な し 無し 名 詞 
な ぜ 何 敵 副詞 
な ぜ な ら 何故 な ら 接続 詞 
て な ど て 等 助詞 
何 な に 代名詞 
な に 可 副詞 
な に か 可 か 副詞 
何 か な に か 連語 
な に か し ら 可 か し ら 副詞 
な に か と 可 か と 副詞 
な に し ろ 可 し ろ 副詞 
な に より 可 よ り 副詞 
成る な る 動詞 
て な る て 成る 補助 動詞 
な ん で も 何で も 副詞 
な ん ら 何ら 副詞 

に て に も か か わら ず て に も 拘わら ず 連語 
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使う 表記 使わ な い 表 記 品詞 
は は が き 葉書 名 詞 
始め ・ 初 め は じ め 名 詞 
は じ め て 初め て 副詞 
始め る は じ め る 動詞 
は ず 管 名 詞 
外す は ず す 
は た し て 果たし て 副詞 
果たす は た す 動詞 
ひ ご ろ 日 頃 名 詞 
差し 日 ざし 名 詞 
非常 に ひじ ょ うに 副詞 
2 の: ひと つ 名 詞 
ひと つ る 副 調 
ニー ン つ の ーー の ひと つ ひ と つ 名 詞 
ひと つ ひ と つ ー つ 一 つ 副詞 
ひと つも ー つ も 副 調 
ひと と お り 通り 副詞 
ひと 名 詞 
ふ て な ふう だ て 風 だ 助動詞 
ぶ ふさわしい 相応 し い 容 訴 
ふた た び 再び 副詞 
ふだん 普段 名 詞 
普通 ふつ う 名 詞 
へ ペー ジ 上 名 詞 
べつ に 別に 副詞 
ほ て ほう だ い て 放題 普 尾 語 
ほか 外 ・ 他 名 詞 
て ほか て 他 ・ 一 外 ) 詞 
欲し い ほし い ジ 容 詞 


は じ め に 
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使う 表記 使わ な い 表 記 品詞 
助 


0 て 欲し い 補 助 形容 
程 ほど 名 詞 
2 ^ 程 助詞 
ほとん ど 殆ど 斉 
本 当 に ほん と うに 副詞 

ま まさ に 正 に 副詞 
まじ め 臭 面 名 詞 
ます 先ず 副詞 
ます ます 益々 副詞 
5 ヌ 副詞 ・ 接 
で 未だ 削 詞 
また は 又は 謙 続 詞 
まっ た く 全く 副詞 
空 ま で て 迄 詞 
まま 真似 名 詞 
電 笑 次 動詞 

際 見 つか る も 付か る 動 二 
光 ク な 名 詞 
皆さん みな さん 代名詞 
見 る みる 動詞 

な 難し い むず か し い 容 語 
むなしい 空しい ・ 虚 し い を 容 詞 
無理 に お むり に 副 逢 
無理 や り むり や り 副詞 
むろ ん 無論 副詞 

め めった に 滅多 に 副 割 
夫 処 名 


80 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 2007 年 3 月 


使う 表記 使わ な い 表 記 品詞 

も ちろ ん 勿論 多 容 動詞 ・ 副 疾 
も っ と も 最も 副詞 

も と も と 元々 副詞 

も の 物 多 容 名 詞 

も ら う 貰う 動詞 

て も ら う て 貫 う 補助 動詞 

や さ し い 易しい 容 詞 

と や すい ^ 協 い 容 詞 

や す や す と 易 々 と 副 調 

や む を え ず や やむを得ず 副詞 

や む を えな い や む を 得 な い 連語 

や め る 止め る 動詞 

ゆえ に 履 に 副詞 

要する に よう する に 副詞 ・ 接 続 詞 
て よう に て 様 に 助動詞 

よ ② ぐ 汐 く 副詞 

よけい に 余計 に 副詞 

よほど 余 程 副 調 

りっぱ 立派 多 容 動詞 
わか る 分 か る ・ 解 る ・ 判 る 動詞 

分 か れる わか れる 動詞 

わけ 訳 名 誤 

分 ける わけ る 動詞 

わずか 僅か 多 容 動詞 ・ 副 詞 
私 わた くし 代名詞 

私 た ち わた くし た ち 代名詞 

わり に 割 に 副 誤 
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82 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 2007 年 3 月 


付 を @ 


この 付録 に は 、 翻 訳 作業 に 役立つ 情報 を 記載 し て いま す 。 


用 語 の 検索 と 更新 


H 語 集 は 、 随 時 更新 し て いく こと が 大 切 で す 。Sun の 場合 は 、SunGloss 
(https://g11nportal.sun.com/sungloss/index.jsp) を 参照 し て くだ さい 。 


SunGloss で の 検索 


Product Lines と いう セク ショ ン に は 製品 の 分 類 が あり ます 。General と いう カテ ゴ 
リ に は 、 製 品 に 依存 し な い 用 語 が あり 優先 順位 は 、「 各 プロ ジェ クト ・ 製 品名 」 
つっ 「Generall と し て くだ さい 。 


各 プ ロジ ェクト ・ 製 品名 や General に 用 語 が な く て も 、 他 の 製品 の 用 語 に 含ま れ て い 
場合 が あり ます 。 


これ ら の こと か ら 、SunGloss の 検索 画面 で は 、 次 の よう な 設定 に する こと を お 和 勧め し 
ます 。 


画 Source Language: English (en-US) 


還 arget Language: JaDanese (]a-JP) 
画 ProductLines: 「Select All Product Lines」 を オン に する 


画 。 Display: 「Term with Details」 を オン に する 


SunGloss の 更新 


SunGloss に 記載 され て いな い 専 門 用 語 を 軍 訳 し た り 、SunGloss に ある 用 語 に 質問 や 懸 
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念 が ある 場合 は 、Sun の 日 本 語 Language Lead (ラン ゲー ジリ ー ド ) に 連絡 し て くだ さ 
凡 W 


連絡 先 


SunGloss 、 日 本 語 ス タイ ル ガ イ ド 、 お よび 、Sun の 翻訳 方 針 に つい て ご 意見 や ご 質問 
を お 持ち の 場合 は 、 日 本 語 Language Lead まで ご 連絡 くだ さい 。 


日 本 語 Language Lead: 斎藤 玲子 


電子 メー ル : reiko.saito②sun.com 


プ ブログ: http://blogs.sun.com/reiko 


電話 番号 : 03-5962-4912 
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